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（千葉県）

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
よ
う
な
挑
戦
的
経
営
戦
略
が
奏
功
！

子
育
て
世
代
を
魅
了《
都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
ま
ち
》

順
調
な
人
口
増
加
の
陰
に
あ
っ
た 

２
大
危
機
へ
の
挑
戦

　

流
山
市
役
所
の
入
口
に
は
小
さ
な
立
て
看
板
が
置

か
れ
て
い
る
。
看
板
上
部
に
は
流
山
市
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ《
都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
ま
ち
》が
、
白

地
に
温
か
み
の
あ
る
緑
色
の
デ
ザ
イ
ン
文
字
で
記
さ

れ
て
い
る
。
文
字
周
囲
に
は
緑
色
の
建
物
や
人
、
植

物
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト（
シ
ル
エ
ッ
ト
）の
環
。
流
山
市

の
各
種
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
施
策
・
事
業
な
ど
で
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
、
グ
リ
ー
ン
感
に
満
ち

た
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ（
Ｖ
Ｉ
）だ
。

さ
ら
に
そ
の
下
に
は
緑
色
の
地
を
白
く
抜
い
た
《
よ

う
こ
そ
あ
な
た
の
流
山
市
役
所
へ
》
と
い
う
大
き
な

縦
書
き
の
文
言
が
続
き
、
訪
問
者
を
迎
え
て
く
れ
る
。

　
《
都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
ま
ち
》《
よ
う
こ
そ
あ

な
た
の
流
山
市
役
所
へ
》の
二
つ
の
フ
レ
ー
ズ
に
は
、

こ
こ
15
〜
16
年
来
、
示
さ
れ
続
け
て
き
た
流
山
市
の

《
変
貌
の
エ
ッ
セ
ン
ス
》
と
、「
市
政
運
営
と
は
、
市

民
を
顧
客
と
す
る
都
市
経
営
で
あ
る
」
と
す
る
、
流

山
市
政
の
基
本
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

流
山
市
の
近
年
の
変
貌
を
端
的
に
示
す
の
は
人
口

増
だ
。
16
年
前
の
平
成
17（
２
０
０
５
）年
末
に
15
万

人
台
前
半
だ
っ
た
人
口
は
、
平
成
30（
２
０
１
８
）年

12
月
に
19
万
人
に
到
達
。
今
年
１
月
に
は
、
つ
い
に

20
万
人
に
到
達
し
た
。
流
山
市
は
こ
こ
15
〜
16
年

間
、
毎
年
平
均
約
３
０
０
０
人
〜
３
５
０
０
人
ず
つ

人
口
増
を
続
け
、
総
計
５
万
人
近
く
増
え
た
。
人
口

減
少
が
急
激
に
進
む
日
本
の
状
況
下
、
そ
れ
だ
け
で

も
す
ご
い
が
、
今
年
７
月
１
日
現
在
の
人
口
20
万

１
６
４
７
人
は
、
前
年
同
月
比
３
７
６
６
人
増
だ
。

勢
い
が
衰
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
過
去
15
年
間
の
平
均

を
も
上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
順
調
な
人
口
増
の
最
大
の
要
因
と
し
て

は
、《
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
》

（
秋
葉
原
駅
〜
つ
く
ば
駅
／
以
下
、
Ｔ
Ｘ
）が
平
成
17

年
に
開
通
し
、
流
山
市
内
に
三
つ
の
新
駅
が
で
き
た

こ
と
に
伴
う
駅
周
辺
お
よ
び
沿
線
地
域
で
の
大
規
模

な
土
地
区
画
整
理
事
業
の
開
始
や
、
既
存
宅
地
へ
の

住
宅
建
設
が
好
調
に
推
移
し

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

東
京
都
心
部
か
ら
25
㎞
圏
内
に
あ
り
な
が
ら
、

都
心
に
出
る
に
は
複
数
回
の
乗
り
換
え
を
行
い
つ

つ
、
東
武
野
田
線（
東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
）

や
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
な
ど
の
利
用
で
１
時
間
強
か

か
っ
て
い
た
ア
ク
セ
ス
環
境
が
、
Ｔ
Ｘ
の
開
通
で

東
京
（
秋
葉
原
）
へ
最
短
20
分
、
し
か
も
乗
り
換
え

な
し
で
到
達
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
絶
大
だ
。
他
の
Ｔ
Ｘ
沿
線
都
市
と
同
様
、

流
山
市
の
Ｔ
Ｘ
沿
線
地
区
に
は
民
間
デ
ベ
ロ
ッ

市 政 ル ポ 流
ながれやま

山市

井
い ざ き

崎義
よしはる

治
流山市長
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パ
ー
な
ど
の
開
発
計
画
が
、
開
通
前
か
ら
続
々
と
打

ち
上
げ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
外
的
要
因
だ
け
で
は
、
流

山
市
の
人
口
動
態
に
お
い
て
、
特
に
こ
こ
約
10
年
間

で
増
え
た
約
３
万
５
０
０
０
人
の
う
ち
、
主
力
が
35

歳
〜
39
歳
の
共
働
き
夫
婦
と
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
こ

と
や
、
平
成
17
年
度
に
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
た
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
５
年
後
の
平
成
22

（
２
０
１
０
）年
度
か
ら
全
国
平
均
を
上
回
る
よ
う
に

な
り
、
令
和
元（
２
０
１
９
）年
の
時
点
で
１
・
59
を

記
録
（
千
葉
県
で
第
１
位
、
全
国
平
均
１
・
36
、
千

葉
県
平
均
１
・
28
）
し
た
こ
と
な
ど
へ
の
説
明
に
は

な
ら
な
い
。
新
し
い
住
宅
地
に
若
い
夫
婦
が
増
え
る

の
は
自
然
な
流
れ
で
も
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
構
成

す
る
要
因
は
、
鉄
道
新
線
の
敷
設
だ
け
で
上
昇
す
る

よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　

各
種
の
研
究
や
出
生
率
挽
回
に
成
功
し
た
フ
ラ
ン

ス
な
ど
諸
外
国
の
事
例
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う

に
、
出
産
適
齢
期
に
お
け
る
結
婚
の
推
進
、
医
療
環

境
も
含
め
た
不
安
の
な
い
住
環
境
や
職（
労
働
）環
境

の
実
現
、
共
働
き
夫
婦
に
お
け
る
男
女
間
の
役
割
分

担
の
均
等
化
な
ど
、
複
雑
に
絡
ま
っ
た
内
的
・
外
的

要
因
が
総
体
的
か
つ
安
定
的
に
高
め
ら
れ
た
と
き
、

子
育
て
世
代
に
よ
る
子
育
て
へ
の
情
熱
は
よ
う
や
く

再
醸
成
さ
れ
る
。
子
育
て
世
代
が
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
の
に
憂
い
の
少
な
い
環
境
が
周
囲
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
整
え
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
そ
う

い
う
観
点
か
ら
は
、
自
治
体
に
よ
る
子
育
て
支
援
の

各
種
補
助
金
な
ど
の
制
度
も
、
ご
く
一
部
の
要
因
で

し
か
な
い
。

　

実
は
流
山
市
で
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
当
初
か
ら

熟
考
し
た
上
で
、
子
育
て
世
代
が
自
然
に
流
山
市
を

「
自
分
た
ち
が
始
祖
と
な
り
、
子
や
孫
た
ち
も
代
々

暮
ら
せ
る
新
た
な
ふ
る
さ
と
」
に
選
択
し
て
く
れ
る

よ
う
動
機
付
け
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
実
際
の
導
入

（
引
っ
越
し
）に
結
び
付
く
よ
う
な
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
関
す
る
地
道
な
取
り
組
み
を
、
Ｔ
Ｘ
開
通
２
年

前
の
平
成
15（
２
０
０
３
）年
度
か
ら
徐
々
に
講
じ
始

め
て
い
た（
詳
細
は
後
述
）。

　

キ
ッ
カ
ケ
は
平
成
15
年
５
月
、
民
間
出
身
の
井
崎

義
治
流
山
市
長
が
就
任
し
た
こ
と
に
あ
る
。
流
山
市

は
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
事
例
と
し
て
注
目
を

集
め
、
自
治
体
関
係
者
の
視
察
の
要
請
が
殺
到
し
て

い
る
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｘ
竣
工
２
年
前
の
就
任
当
時
の

状
況
に
つ
い
て
、
井
崎
市
長
は
「
流
山
市
が
直
面
す

る
存
亡
の
危
機
を
ど
う
回
避
す
る
か
で
、
頭
の
中
は

い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
と
述
懐
す
る
。「
Ｔ
Ｘ
開
通
直
前

の
流
山
市
に
は
二
つ
の
大
き
な
危
機
が
潜
ん
で
い
ま

流山市

千葉市

市役所の入口で市民を迎える「流山市らしさ」あふれる立て看板

緑に覆われた《流山おおたかの森駅》前「けやきのプロムナード」
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し
た
。
急
激
な
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
予
兆
、

Ｔ
Ｘ
開
通
に
伴
い
《
大
都
市
地
域
に
お
け
る
宅
地
開

発
及
び
鉄
道
整
備
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
》（
宅
鉄
法
）で
義
務
付
け
ら
れ
た
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
地

区
の
巨
大
な
土
地
区
画
整
理
事
業
へ
の
対
処
で
す
」

改
革
へ
の
狼の
ろ
し煙
は 

自
治
体
初
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
設
置

　

Ｔ
Ｘ
が
開
通
し
た
の
は
平
成
17
年
８
月
だ
が
、
直

前
の
同
年
４
月
に
お
け
る
流
山
市
の
人
口
構
成
図
で

は
、
最
多
年
齢
層
が
50
歳
代
半
ば
〜
60
歳
代
半
ば
。

次
に
多
い
の
は
30
歳
代
だ
っ
た
も
の
の
、
前
述
の
よ

う
に
合
計
特
殊
出
生
率
は
全
国
平
均
や
千
葉
県
の
平

均
よ
り
も
か
な
り
低
か
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
へ
の
流
れ
は
明
白
で
、
平
成
20

（
２
０
０
８
）年
に
発
表
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
に
よ
る
長
期
人
口
予
測
で
も
、
平
成

17
年
の
Ｔ
Ｘ
開
通
後
に
少
し
ず
つ
伸
び
、
平
成
20
年

に
16
万
人
台
半
ば
に
な
っ
て
い
た
流
山
市
の
人
口

は
、［
２
０
２
０
年
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
を
続
け
、

２
０
３
０
年
に
は
15
万
人
台
後
半
ま
で
下
が
る
］
と

予
測
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
前
述
の
よ
う
に
、
流
山
市
の
人
口
は
今
年

20
万
人
台
に
突
入
し
、
さ
ら
に
増
え
続
け
て
い
る
。

人
口
構
成
も
今
は
30
歳
代
〜
40
歳
代
が
最
多
層
だ
。

　

一
方
、
宅
鉄
法
で
全
て
の
Ｔ
Ｘ
沿
線
都
市
に
義
務

付
け
ら
れ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
流

山
市
内
だ
け
で
約
６
２
７
ha
も
の
広
大
な
施
工
予
定

面
積
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

　
「
６
２
７
ha
は
６
・
27

㎢
、
全
市
域
35
・
32

㎢
の

約
18
％
に
相
当
し
ま
す
。
流
山
市
内
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
け
る
市
施
工
事
業
予
算
は
、
私
が
就
任

し
た
平
成
15
年
当
時
の
試
算
で
、
総
額
約
１
７
５
億

円（
最
終
総
額
約
２
１
０
億
円
）で
し
た
。
平
成
15
年

度
の
流
山
市
の
市
税
額
は
約
１
９
０
億
円
で
す
か

ら
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
十
数
年
間
で
完
遂
し
て

も
大
変
な
負
担
で
す
。
少
子
高
齢
化
の
進し
ん
ち
ょ
く捗し

つ
つ

あ
っ
た
人
口
構
造
と
合
わ
せ
、
Ｔ
Ｘ
が
開
通
し
て
も

無
策
の
ま
ま
突
き
進
ん
だ
の
で
は
、
全
く
喜
べ
な
い

状
況
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
す
」（
井
崎
市
長
）

　

実
は
既
に
流
山
市
の
環
境
に
魅
せ
ら
れ
、
流
山
市

民
と
な
っ
て
い
た
井
崎
市
長
は
、
こ
の
困
難
な
現
実

を
打
開
す
る
た
め
志
を
同
じ
く
す
る
市
内
の
識
者
を

組
織
化
。
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
で
都
市
計
画
に

深
く
関
わ
っ
て
き
た
経
歴
と
知
識
を
生
か
し
、
流
山

市
の
将
来
を
見
据
え
た
市
政
を
実
行
で
き
る
市
長
候

補
者
を
、
平
成
15
年
５
月
の
市
長
選
に
擁
立
し
よ
う

と
積
極
的
に
動
い
て
い
た
。
し
か
し
、
選
挙
ま
で
に

候
補
者
の
擁
立
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
井
崎
市
長

自
身
が
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
る
。

　

以
来
、
令
和
元
年
５
月
か
ら
５
期
目
に
入
り
、
今

年
で
足
掛
け
18
年
目
の
市
政
を
担
っ
て
い
る
が
、
平

成
15
年
に
市
長
就
任
し
た
当
時
の
流
山
市
が
抱
え
て

い
た
２
大
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
井
崎
市
長
が

ソ
フ
ト
面
で
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
自
治
体
で
は
初

と
な
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
設
置
だ
っ
た
。

　
「
市
長
就
任
の
平
成
15
年
５
月
か
ら
同
年
度
い
っ

ぱ
い
は
、
ま
ず
流
山
市
の
置
か
れ
た
状
況
の
分
析
を

土地区画整理事業により生まれた高原のようなたたずまいの住宅地（みやぞの
野鳥の池周辺）

土地区画整理事業で整備された大堀川沿いの遊歩道

「流山総合運動公園」のメイン施設は「キッコーマン アリーナ（流山市民総合体
育館）」
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流山市　市 政 ル ポ

（千葉県）

行
い
、
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
発
展
し
続
け
る
仕
組

み
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。
同
時
に
自

治
体
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
導
入

の
必
要
性
を
折
に
触
れ
、
研
修
会
な
ど
の
機
会
を
活

用
し
て
は
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
座
学
で
講
義
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
16（
２
０
０
４
）年
度
の
初
め
に

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
を
設
置
。
初
代
課
長
・
係
長
に

は
民
間
か
ら
人
材
公
募
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の

方
針
を
貫
い
て
い
ま
す
」（
井
崎
市
長
）

　

民
間
か
ら
人
材
公
募
す
る
の
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
マ
イ
ン
ド
を
行
政
に
根
付
か
せ
る
こ
と
の
困
難

さ
を
経
験
上
熟
知
し
て
い
た
た
め
、
プ
ロ
の
知
識
と

実
行
力
が
ま
ず
必
要
と
の
判
断
だ
っ
た
。
同
時
に

「
議
会
や
庁
内
か
ら
の
強
い
逆
風
が
予
測
さ
れ
た
た

め
、
と
に
か
く
打
た
れ
強
い
プ
ロ
の
民
間
人
材
が
必

要
と
考
え
た
か
ら
」（
井
崎
市
長
）で
も
あ
っ
た
。

「
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」 

が
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
設
置
は
、
Ｔ
Ｘ
開
通
後
の

土
地
区
画
整
理
事
業
や
宅
地
開
発
事
業
が
進
む
に
つ

れ
、「
急
激
に
増
え
て
く
る
は
ず
の
新
住
民
候
補
に
、

流
山
市
に
代
々
住
み
続
け
た
い
、
こ
こ
で
子
育
て
を

し
て
い
き
た
い
と
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
、
市
民
協
働
で
末
永
く
実
践
す
る
た
め
の
布

石
の
一
つ
」（
井
崎
市
長
）だ
っ
た
。

　

新
住
民
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
30
歳
代
が
中
心
と
な
る

共
働
き
の
子
育
て
世
代
、
す
な
わ
ち
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ

（
デ
ュ
ー
ク
ス
）と
定
め
た
。
自
治
体
が
住
民
誘
致
に

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
す
る
と
い
う
発
想
は
、

今
ま
で
に
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
を
軸
に
行
う
、
新
住
民
誘
致

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
イ

メ
ー
ジ
核
が
、
そ
れ
で
決
ま
っ
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
課
は
さ
ら
に
、
流
山
市
の
新
旧
市
街
地
で
趣
の
違

う
緑
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
流
山
が
発
祥
と
さ
れ
江

戸
川
の
舟
運
で
江
戸
に
運
ば
れ
人
気
を
博
し
た
「
白

み
り
ん
」（
現
在
も
流
山
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が
江
戸
川
べ

り
で「
み
り
ん
」を
製
造
中
）の
歴
史
、
伝
統
に
培
わ

れ
た
旧
市
街
の
魅
力
的
な
地
域
資
源
の
保
存
活
動
を

行
う
市
民
の
話
題
な
ど
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
発

信
し
て
い
っ
た
。

　

同
時
に
、
そ
う
し
た
新
旧
な
い
交
ぜ
に
な
っ
た
味

わ
い
深
い
ま
ち
で
送
る
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
な
ら
で
は
の
職

住
接
近
の
暮
ら
し
な
ど
、
流
山
の
多
彩
な
ま
ち
の
魅

力
を
広
く
一
般
に
発
信
す
る
た
め
の
仕
事
（
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
活
動
）
を
、
独
自
に
推
進
し
て
い
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
流
山
市
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
市
外
の

人
に
も
じ
か
に
体
験
し
て
も
ら
う
べ
く
、
市
内
外
の

参
加
者
を
幅
広
く
集
め
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

を
含
む
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
。
流
山

市
の「
良
質
な
住
環
境
」「
快
適
な
都
市
環
境
」「
充
実

し
た
子
育
て
教
育
環
境
」
な
ど
の
多
彩
な
魅
力
（
強

み
）を
市
内
外
に
向
け
幅
広
く
発
信
し
た
。

　

庁
内
に
向
け
て
は
、
各
部
署
が
実
施
す
る
市
民
向

け
発
信
事
業
な
ど
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
が
随
時

コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ

イ
ン
ド
の
庁
内
へ
の
浸
透
を
じ
っ
く
り
図
っ
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
で
喪
失
し
て
い
く
緑

環
境
の
回
復
お
よ
び
温
暖
化
対
策
な
ど
を
目
的
に
実

施
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン（
緑
の
連
鎖
）事
業
な

市内外からの多くの人々でにぎわう《流山おおたかの森駅》前「けやきのプロムナー
ド」の交流イベント

緑化推進と温暖化抑制を同時に実現するグリーンチェーン戦
略の事例
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ど
、
ハ
ー
ド
面
で
の
各
種
環
境
整
備

と
併
せ
、
こ
う
し
た
総
合
的
な
努
力

（
市
職
員
の
接
客
姿
勢
の
向
上
な
ど
も
含
め
）が
、
新

旧
流
山
市
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
地
域
へ
の
愛

着
）向
上
に
寄
与
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

ま
た
、
井
崎
市
長
が
就
任
直
後
に
実
現
し
た
施
策

の
う
ち
、
後
々
へ
の
影
響
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
も

の
の
一
つ
に
、
Ｔ
Ｘ
開
通
と
と
も
に
市
内
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
新
駅
の
名
称
変
更
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
「
私
が
市
長
就
任
し
た
直
後
に
、
Ｔ
Ｘ
側
か
ら
駅

名
は
予
定
通
り
で
い
い
の
か
と
い
う
最
終
的
な
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
で
す
。
計
画
さ
れ
て
い
た
新
駅

の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
と
の
乗
換
駅
に
な
る
南
流

山
駅
は
武
蔵
野
線
時
代
か
ら
使
っ
て
い
た
南
流
山
駅

で
い
く
と
し
て
、
広
大
な
土
地
区
画
整
理
事
業
が
周

辺
エ
リ
ア
で
計
画
さ
れ
て
い
た
残
り
二
つ
の
新
駅
の

駅
名
は
、
流
山
市
が
誘
致
を
目
指
す
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
る

か
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
た
め
に
も
、
非

常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
権
者
の
代
表
の
方
々
に
加
え
て
市

内
在
住
の
マ
ー
ケ
ッ
タ
ー
や
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
も

入
っ
て
い
た
だ
き
、
駅
名
検
討
委
員
会
を
設
け
て
議

論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
《
流

山
中
央
駅
》に
な
る
予
定
だ
っ
た
駅
を《
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
》へ
、《
流
山
運
動
公
園
駅
》を《
流
山
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
》
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」（
井
崎
市
長
）

　

と
り
わ
け

《
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
》
へ
の
名
称

変
更
は
、
当
時
希
少
種
だ
っ
た
猛
禽
の
オ
オ
タ
カ
が

繁
殖
す
る
森
が
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
都
心
と
最
短

20
分
で
結
ば
れ
て
い
る
流
山
市
の
地
理
的
特
徴
と
、

自
然
の
中
に
展
開
す
る
新
市
街
地
と
い
う
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

こ
う
し
た
明
確
な
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
核
の
形
成

は
、
デ
ベ
ロ
ッ
ピ
ン
グ
に
統
一
感
と
強
力
な
推
進
力

を
付
与
し
、
多
彩
な
付
加
価
値
を
も
た
ら
す
要
因
と

な
っ
て
い
く
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
を
軸
と
す
る
流

山
市
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
も
弾
み
を
付
け
た
。

　

平
成
15
年
の
井
崎
市
長
就
任
以
降
に
始
動
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
積
み
重
ね
が
、
い
よ
い
よ

本
領
を
発
揮
し
始
め
る
の
は
、
平
成
22
年
ご
ろ
か
ら

で
あ
る
。

　

特
に
全
国
的
な
話
題
を
呼
ん
だ
の
は
、
同
年
に
東

京
駅
・
新
宿
駅
・
渋
谷
駅
な
ど
都
内
の
鉄
道
25
駅
に

貼
ら
れ
た
巨
大
ポ
ス
タ
ー
だ
。
そ
こ
に
は
「
母
に
な

る
な
ら
、
流
山
市
。」の
ヘ
ッ
ド
コ
ピ
ー
が
躍
っ
て
い

た
。
こ
れ
に
は「
父
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」の
バ
ー

ジ
ョ
ン
も
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
流
山
市

に
引
っ
越
し
て
き
た
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
の
家
族
が
モ
デ
ル

役
を
務
め
て
い
る
こ
と
。
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
関
わ
っ

た
民
間
出
身
の
現
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
長
・
河
尻

和
佳
子
さ
ん
は
「
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」
の

コ
ピ
ー
に
込
め
た
思
い
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く

れ
た
。流

山
市
が
目
指
す 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ

　
「
私
た
ち
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
仕
事
は
、
端
的

に
は
市
外
の
方
に
流
山
に
住
み
た
い
な
、
流
山
で
子

育
て
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
企
業

駅前で子どもを預かり保育所へと送迎する「送迎保育ステーション」

今年4月オープンの「おおたかの森児童センター」はTXの
高架下を活用

近代まで舟運の中心を担った江戸川は旧市街のシンボル
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（千葉県）

に
は
こ
こ
で
事
業
を
や
っ
て
み
た
い
な
、
投
資
を
し

た
ら
面
白
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

仕
掛
け
を
し
て
い
く
こ
と
だ
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
口
コ
ミ
に
よ
る
自
然
な

イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
で
す
。『
母
に
な
る
な
ら
、
流
山

市
。』の
コ
ピ
ー
を
付
け
た
ポ
ス
タ
ー
も
、
こ
れ
を
見

た
方
に『
流
山
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？　

面
白
そ
う
』

と
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で

し
た
。
ま
た
、
首
都
圏
の
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
に
向
け
た

ウ
ェ
ブ
広
告
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
で

直
感
的
に
刷
り
込
ま
れ
る
興
味
は
意
外
に
根
強
い
ん

で
す
ね
。
子
育
て
の
た
め
郊
外
に
引
っ
越
そ
う
か
と

思
っ
た
と
き
、
ふ
と
、
そ
う
い
え
ば
流
山
っ
て
…
…

と
、
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
り
す
る
。
そ
れ
で
自

分
か
ら
調
べ
た
り
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な

ど
実
際
に
訪
問
し
て
み
た
ら
、
東
京
か
ら
と
て
も
近

い
。
緑
が
豊
か
で
同
世
代
の
新
住
民
が
多
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
多
彩
で
楽
し
そ
う
だ
…
…
と
い

う
ふ
う
に
、
興
味
が
具
体
的
に
広
が
っ
て
い
く
。
こ

れ
は
実
際
、
新
住
民
の
方
々
に
体
験
談
と
し
て
お
聞

き
し
た
事
例
で
す
」

　
「
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」
の
コ
ピ
ー
に
は
、

流
山
市
が
住
民
誘
致
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
Ｄ

Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｅ
Ｗ

Ｋ
ｓ
は
共
働
き
が
基
本
。
だ
か
ら
、
流
山
で
子
ど
も

を
産
み
育
て
よ
う
と
す
る
人
に
は
、
働
き
た
い
と

思
っ
た
ら
子
ど
も
の
そ
ば
で
再
び
働
け
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
、
子
育
て
と
引
き
換
え
に
お
母
さ
ん
の
個

人
的
な
夢
を
諦
め
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
環
境
づ
く

り
へ
の
努
力
も
、
流
山
市
は
惜
し
ま
ず
に
す
る
と
い

う
一
種
の
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

　

流
山
市
に
よ
る
そ
う
し
た
環
境
づ
く
り
へ
の
努
力

の
具
体
例
に
は
事
欠
か
な
い
。
都
心
に
働
き
に
出
る

夫
婦
を
想
定
し
、
Ｔ
Ｘ
を
軸
と
す
る
乗
換
駅
《
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
》お
よ
び《
南
流
山
駅
》で
子
ど
も

た
ち
を
預
か
り
、
送
迎
バ
ス
で
保
育
園
へ
の
送
り
迎

え
を
し
て
く
れ
る
《
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
》

事

業
は
そ
の
象
徴
だ
。
流
山
市
で
は
現
在
、
東
洋
最
大

級
の
物
流
セ
ン
タ
ー
が
造
ら
れ
る
な
ど
企
業
進
出
も

盛
ん
だ
が
、
物
流
セ
ン
タ
ー
内
に
は
託
児
施
設
が
併

設
さ
れ
て
お
り
、「
子
ど
も
の
そ
ば
で
働
け
る
ま
ち

づ
く
り
」が
着
々
と
進
み
つ
つ
あ
る
。

　
「
そ
う
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
積
み
重
ね

の
結
果
、
流
山
の
人
口
構
成
は
今
や
子
育
て
世
代
と

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
主
役
で
す
。
近
年
の
人
口
増
加

率
、
転
入
超
過
率
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
成
果
を
基
盤
に
今
年
４
月
に

は《
流
山
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
》を
策
定
し
ま

し
た
。
次
に
目
指
す
の
は
『
住
む
・
働
く
・
楽
し
む

が
す
べ
て
叶
う
、
住
み
続
け
る
価
値
の
高
い
ま
ち
』

の
創
造
で
す
」（
井
崎
市
長
）

　

Ｔ
Ｘ
開
通
に
伴
う
土
地
区
画
整
理
事
業
の
中
核
で

あ
る
《
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
》
周
辺
の
開
発
事
業

（
約
２
７
５
ha
、
計
画
人
口
約
２
万
８
６
０
０
人
）

は
、
令
和
元
年
５
月
10
日
の
換
地
処
分
公
告
を
も
っ

て
実
質
的
に
終
了
と
な
っ
た
。
同
時
に
近
辺
の
住
所

も
「
お
お
た
か
の
森
北
１
〜
３
丁
目
、
お
お
た
か
の

森
東
１
〜
４
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
南
１
〜
３
丁

目
、
お
お
た
か
の
森
西
１
〜
４
丁
目
」
へ
と
変
更
さ

れ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
を
よ
り
高
め
て
い
る
。

　
《
都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
ま
ち
》
に
お
け
る
《
あ

な
た
の
流
山
市
》
づ
く
り
は
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入

り
、
こ
れ
か
ら
よ
り
先
鋭
的
に
、
深
化
し
て
い
く
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日

令
和
３
年
５
月
24
日
）

江戸川沿いの旧市街地にある文化施設「杜のアトリエ黎明」

新旧市民に人気の流鉄は流山市の動く文化遺産（交流イベント・流
鉄BEER電車2019）

建設中の東洋最大級の物流センター
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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

奥
能
登
絶
景
海
道

第
48
回

豊
富
な
観
光
資
源

　

輪
島
市
は
、
日
本
海
に
突
き
出
た
能

登
半
島
の
北
端
に
位
置
す
る
、
人
口
約

２
万
５
０
０
０
人
、
面
積
約
４
２
６
㎢
、

山
地
が
市
域
の
８
割
以
上
を
占
め
る
、

極
め
て
平
地
の
少
な
い
地
方
都
市
で
あ

る
。
本
市
の
海
岸
線
や
市
街
地
を
通
過

す
る
奥
能
登
絶
景
海
道
は
、
能
登
半
島

の
内
側
の
波
穏
や
か
な
内
浦
地
区
と
、

冬
の
厳
し
い
日
本
海
の
荒
波
が
形
成
し

た
断
崖
地
形
か
ら
な
る
勇
壮
な
外
浦
地

区
と
の
対
照
的
な
絶
景
を
臨
み
な
が

ら
、
奥
能
登
を
周
遊
す
る
街
道
で
あ

る
。
こ
の
街
道
の
特
徴
は
、
何
と
い
っ

て
も
沿
線
に
擁
す
る
観
光
資
源
の
豊
富

さ
に
あ
り
、
そ
の
一
部
を
こ
こ
で
紹
介

し
た
い
。

　

ま
ず
、
隣
接
す
る
珠す

ず洲
市
か
ら
本
市

に
入
る
と
、
板
状
の
岩
の
真
ん
中
に
直

径
２
ｍ
ほ
ど
の
穴
が
開
い
て
い
る
奇
岩

「
窓
岩
」
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
こ
こ
町

野
町
に
は
、
平
安
時
代
、
壇
ノ
浦
の
戦

い
後
、
能
登
の
地
に
配
流
さ
れ
た
大
納

言
・
平
た
い
ら
の
と
き
た
だ

時
忠
を
祖
と
し
、
国
の
重
要
文

化
財
や
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
上

時
国
家
」
や
「
時
国
家
」
が
並
び
建
っ
て

お
り
、
平
家
伝
説
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
西
に
向
か
う

と
、
街
道
と
日
本
海
の
間
の
急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん

峻
な
地

形
に
、
多
く
の
小
さ
な
田
ん
ぼ
が
現
れ

る
。
先
進
国
で
初
め
て
国
連
食
糧
農
業

機
関
の
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
、「
能
登
の
里
山
里
海
」
を
代
表
す
る

「
白し
ろ
よ
ね米

の
千
枚
田
」
で
あ
る
。
そ
の
名
の

と
お
り
１
０
０
４
枚
の
田
ん
ぼ
が
連
な

り
、
国
の
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

市
街
地
に
入
る
と
、
３
６
０
ｍ
の
市

道
に
約
２
０
０
の
露
店
が
並
ぶ
「
輪
島

朝
市
」
が
、
正
月
三
が
日
と
毎
月
２
回

の
定
休
日
を
除
く
全
て
の
日
の
午
前
中

に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
朝
市
は
日

本
三
大
朝
市
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
明

確
に
記
し
た
史
料
は
な
い
が
、
そ
の
歴

史
は
１
０
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
続
い

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

大
本
山
總
持
寺
開
創
７
０
０
年

　

ほ
か
に
も
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
日

本
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
「
輪
島
塗
」

や
、
日
本
遺
産
第
１
号
と
し
て
認
定
さ

れ
た「
キ
リ
コ
祭
り
」な
ど
、
紹
介
し
出

す
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
れ
で

も
今
回
、
多
数
の
観
光
資
源
の
中
か
ら

取
り
分
け
て
紹
介
し
た
い
の
が
大
本
山

總そ
う
じ
じ

持
寺
祖
院
で
あ
る
。

　
大
本
山
總
持
寺
は
、元げ
ん
こ
う亨
元（
１
３
２
１
）

年
に
瑩け
い
ざ
ん
じ
ょ
う
き
ん

山
紹
瑾
禅
師
が
開
創
し
た
曹そ

う
と
う洞

歴
史
や
伝
統
文
化
、
自
然
、
そ
し
て

笑
顔
に
巡
り
会
え
る
ま
ち

輪わ
じ
ま島

市
長（
石
川
県
）　
梶か

じ

　
文ふ

み
あ
き秋

国指定名勝「白米の千枚田」

開創700年を迎える大本山總持寺祖院
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宗
の
大
本
山
で
、
明
治
時
代
末
期
に
大

本
山
と
し
て
の
布
教
伝
導
の
中
心
を
横

浜
市
鶴
見
区
に
移
し
た
が
、
曹
洞
宗
を

全
国
に
広
め
た
歴
史
あ
る
寺
院
は
、
大

本
山
總
持
寺
祖
院
と
し
て
今
も
本
市
の

門
前
町
に
そ
の
姿
を
残
し
、
多
く
の
僧

侶
が
修
行
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
本
年

（
令
和
３
年
）は
、
開
創
７
０
０
年
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
り
、
開
創
の
地
で
あ

る
同
祖
院
に
お
い
て
７
０
０
年
記
念
行

事
が
執
り
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
能
登
半

島
地
震
に
よ
る
被
災
か
ら
同
祖
院
の
復

興
工
事
が
こ
の
春
完
了
し
、
併
せ
て
落

慶
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
今
後
も
寺

院
の
諸
行
事
に
併
せ
て
、
地
域
協
議
会

な
ど
が
中
心
と
な
り
開
創
７
０
０
年
を

記
念
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

ラ
イ
ダ
ー
を 

笑
顔
で
歓
迎
す
る
都
市

　

こ
れ
ま
で
、
街
道
が
沿
線
に
擁
す
る

歴
史
や
伝
統
文
化
、
自
然
な
ど
の
観
光

資
源
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
こ
れ
ら
の
観
光

資
源
を
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
本
市
が
新
た
に
取
り
組
ん
で
い

る
「
輪
島
市
Ｒ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
（
リ
ー
ル
ズ
）

事
業
」
を
紹
介
し
た
い
。
Ｒ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｓ

と
は
、
Ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
・
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
・

Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
（
ラ
イ
ダ
ー
ス
・
レ
ス
ト
・

ス
ポ
ッ
ト
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の

で
、
仏
語
で「
笑
い
」を
意
味
す
る
。
こ

の
事
業
で
は
、
バ
イ
ク
冒
険
家
の
風か
ざ
ま間

深し
ん
じ志
氏
を
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

「
輪
島
市
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
親
善
大

使
」
に
任
命
す
る
と
と
も
に
、
本
市
が

「
ラ
イ
ダ
ー
を
笑
顔
で
歓
迎
す
る
都
市
」

で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
市
内
の
道
の

駅
や
公
共
施
設
に
専
用
・
優
先
駐
輪
場

や
携
帯
電
話
の
充
電
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
な
ど
、
本
市
を
訪
れ
る
ラ
イ
ダ
ー
を

歓
迎
す
る
環
境
を
整
え
て
お
り
、
新
た

な
来
訪
者
の
増
加
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

　

最
後
に
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
、
全
国
的
に
人
流
を
抑
制
す
る
取

り
組
み
が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
、
日

本
が
こ
の
逆
境
を
克
服
し
た
暁
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
街
道
を
通
じ
た
地
域
間
の

交
流
が
復
活
し
、
全
国
の
ま
ち
に
に
ぎ

わ
い
が
戻
る
こ
と
を
期
待
す
る
ば
か
り

で
あ
る
。

1000年以上の歴史を有する「輪島朝市」

街道の沿線に設置されたライダーを歓迎する看板

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

奥能登絶景海道
　

能
登
半
島
は
、
天
正
９
（
１
５
８
１
）

年
に
前
田
利
家
が
織
田
信
長
か
ら
能
登

国
を
与
え
ら
れ
て
以
降
、
後
の
幕
府
領

を
除
き
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
加
賀
藩

領
と
な
っ
た
。
間
も
な
く
、
利
家
は
能

登
国
か
ら
加
賀
国
金
沢
へ
と
拠
点
を
移

し
た
が
、
城
下
町
金
沢
と
能
登
は
、
北

国
街
道
の
追
分
で
あ
る
津つ
ば
た幡
宿
を
起
点

と
す
る
能
登
街
道
で
結
ば
れ
て
い
た
。

　

津
幡
宿
か
ら
北
上
し
た
街
道
は
、
今

浜
宿（
宝ほ
う
だ
つ
し
み
ず
ち
ょ
う

達
志
水
町
）で
内
浦
街
道
と
外

浦
街
道
に
分
岐
。
輪
島
へ
と
至
る
外
浦

街
道
は
能
登
半
島
西
側
を
通
り
、

海
路
と
も
つ
な
が
る
こ
の
道
を
通

じ
て
人
や
物
資
の
往
来
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
。

　

半
島
内
の
道
路
整
備
が
進
む

中
、
海
沿
い
の
絶
景
を
つ
な
ぐ
観

光
交
流
の
道
・
奥
能
登
絶
景
街
道

も
生
ま
れ
て
い
る
。

石
川
県

奥能登絶景海道
輪島市

珠洲市
日本海

富山湾

中
世
の
歴
史
文
化
を
伝
え
る
外
浦
街
道



滝
川
の
歴
史
と
私
の
ル
ー
ツ

　

私
共
が
住
む
滝
川
市
は
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
道
都
札
幌
市
と
第
２
の
都
市
旭
川
市
の

中
間
に
あ
り
ま
す
。
行
政
面
積
は
１
１
５
・
90
㎢

と
北
海
道
で
は
小
ぶ
り
の
ま
ち
で
す
。
本
年
は
開

村
１
３
１
年
と
な
り
、
人
口
は
約
３
万
９
０
０
０

人
、
基
幹
産
業
は
農
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と

し
た
３
次
産
業
で「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
」で
あ
り

ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
北
海
道
は
開
拓
の
歴
史
で

あ
り
、
本
市
は
屯
田
兵
制
度
に
よ
り
、
北
の
防さ
き
も
り人

と
し
て
九
州
か
ら
入
植
さ
れ
た
方
々
に
よ
り
開
か

れ
ま
し
た
。
わ
が
前
田
家
の
歴
史
も
開
拓
の
歴
史

で
あ
り
、
曽
祖
父
が
隣
町
に
入
植
し
た
の
が
始
ま

り
で
あ
り
ま
す
。

　

明
治
維
新
の
後
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
侯
爵
と

な
っ
た
蜂
須
賀
侯
が
隣
町
の
雨
竜
と
い
う
所
に
農

場
を
お
造
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
仕
え
て
い

た
曽
祖
父
を
は
じ
め
、
多
く
の
農
民
が
四
国
の
徳

島
市
よ
り
こ
の
地
に
渡
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

鬱う
っ
そ
う蒼

と
し
た
原
始
林
も
、
血
が
に
じ
む
よ
う
な
努

力
に
よ
り
美
田
が
広
が
る
地
と
な
り
ま
し
た
。
祖

父
も
札
幌
農
学
校
を
卒
業
後
、
侯
爵
か
ら
農
場
長

を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
大
正
８
年
に
雨
竜
農
場

で
取
れ
た
米
を
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
に
２
次
加
工
す

る
会
社
を
本
市
に
興
し
、
社
長
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
会
社
を
父
・
私
と
受
け
継
ぎ
、
市
長
と
な
っ

て
社
長
は
降
り
ま
し
た
が
、
約
１
０
０
年
続
く
会

社
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
歴
史
に
は
い
く
つ
か
の
節
目
が
あ
り
ま

し
た
。
一
つ
目
は
、
函
館
本
線
か
ら
根
室
本
線
へ

の
鉄
路
の
分
岐
点
を
ど
こ
に
す
る
か
と
い
う
時

に
、
祖
父
た
ち
は
侯
爵
の
お
力
を
お
借
り
し
て
当

時
の
貴
族
院
に
陳
情
を
し
、
大
正
２
年
に
滝
川
と

道
東
を
結
ぶ
上
富
良
野
線（
現
根
室
本
線
）の
開
通

に
よ
り
交
通
の
要
衝
と
な
り
ま
し
た
。
二
つ
目

は
、
戦
後「
北
海
道
人
造
石
油
株
式
会
社
」と
い
う

東
洋
一
の
国
策
会
社
の
破
綻
に
よ
り
市
が
赤
字
再

建
団
体
と
な
っ
た
時
に
も
、
祖
父
た
ち
は
国
会
議

員
の
先
生
方
の
お
力
を
お
借
り
し
、
工
場
跡
地
に

陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯
地
を
誘
致
し
脱
却
し
ま
し

た
。
祖
父
の「
ま
ち
は
政
治
で
変
わ
る
」と
い
う
言

葉
は
今
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
へ
の
想
い

　

明
治
の
近
代
国
家
が
造
ら
れ
る
中
、
北
海
道
の

発
展
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
し
た
。
石
炭
政

策
は
国
家
の
形
成
に
必
要
な
資
源
で
あ
り
、
本
市

の
周
辺
に
多
く
の
炭
鉱
を
中
心
と
し
た
ま
ち
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東
北
な
ど
か
ら
に
よ
る
農

民
の
開
拓
で
豊
か
な
農
地
も
広
が
り
、
ま
ち
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
大
河
川
で
あ
る
石
狩
川
の
舟
運
か
ら

始
ま
り
、
明
治
維
新
の
中
で
囚
人
と
な
っ
た
人
々

が
切
り
開
い
た
道
路
に
よ
る
陸
上
輸
送
の
中
継

点
、
そ
し
て
鉄
道
の
分
岐
点
、
交
通
の
要
衝
と
し

て
周
囲
の
産
炭
地
域
、
農
村
地
域
の
５
市
５
町
の

中
心
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

石
炭
政
策
が
変
わ
り
産
炭
地
が
衰
退
す
る
中
、
わ

丘陵地に広がる菜の花の黄色い絨毯

石狩川と空知川の合流地点に位置する本市
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が
ま
ち
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
ま
い
り
ま
し

た
。
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
家
業
を
継
い
だ
私
の

目
に
は
寂
れ
て
い
く
ま
ち
が
映
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
生
ま
れ
育
て
て
く
れ
た
こ
の
ま
ち
に
何
か
起

こ
し
た
い
」
と
の
思
い
で
、
当
時
Ｊ
Ｃ
運
動
に
参

加
し
て
い
た
仲
間
の
後
押
し
も
あ
り
、
36
歳
の
時

に
市
議
会
議
員
と
な
り
、
１
期
務
め
た
後
に
北
海

道
議
会
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃

は
平
成
の
大
合
併
の
始
ま
り
の
時
で
も
あ
り
、
人

口
が
加
速
度
的
に
減
少
す
る
こ
の
地
域
に
お
い

て
、
ぜ
ひ
と
も
合
併
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
行
政
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
財
政
の
健
全

化
、
機
能
分
担
に
よ
る
フ
ル
セ
ッ
ト
の
ま
ち
づ
く

り
か
ら
の
脱
却
な
ど
が
地
域
の
生
き
残
り
策
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
私
が
浪
人
の
憂
き
目

に
あ
っ
て
い
た
頃
、
合
併
は
頓

挫
し
ま
し
た
。
合
併
を
実
行
す

る
と
こ
ん
な
問
題
が
起
き
る
と

い
う
議
論
だ
け
が
交
わ
さ
れ
、

合
併
を
し
な
け
れ
ば
こ
ん
な
未

来
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
想

像
力
が
欠
け
て
い
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
に
市
長
に

就
任
し
て
か
ら
は
合
併
の
話
な

ど
一
切
考
え
ず
、
広
域
行
政
の

連
携
に
よ
る
こ
の
地
域
の
生
き

残
り
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
年

で
政
治
の
道
に
進
ん
で
30
年
、

祖
父
は
ど
の
よ
う
に
見
て
く
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
平
成
の
大
合
併

の
総
括
は
誰
が
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
の
誇
り
、
私
の
誇
り

　

お
の
お
の
の
自
治
体
に
は
ま
ち
自
慢
の
物
が
あ

り
、
シ
チ
ズ
ン
プ
ラ
イ
ド
に
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
本
市
に
も
青
い
空
を
飛

び
交
う
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
黄
色
い
菜
の
花
が
咲
き
誇

る
丘
陵
地
、
お
い
し
い
味
付
け
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
誇
り
に
思
う
「
そ
ら
ぷ

ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
と
い
う
ア
ジ
ア
で
唯
一
の

施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
全
国
に
20
万
人
い
る
と
い
わ
れ

る
難
病
の
子
ど
も
た
ち
の
「
一
度
で
い
い
か
ら
外

で
遊
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
夢
を
か
な
え
る
医
療

付
き
キ
ャ
ン
プ
施
設
で
す
。
映
画
好
き
の
私
が
大

好
き
な
俳
優
、
故
ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
氏
が
提

唱
し
て
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
も
の
で
、
世
界
中

の
16
カ
所
に
認
定
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
施
設
が
あ

り
、「
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」は
ア
ジ
ア
で

最
初
の
公
認
キ
ャ
ン
プ
場
な
の
で
あ
り
ま
す
。
私

の
高
校
の
先
輩
で
あ
っ
た
松
本
守
さ
ん
が
、
国
土

交
通
省
公
園
緑
地
課
長
時
代
か
ら
提
唱
し
、
聖
路

加
国
際
病
院
の
細
谷
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
本
当

に
多
く
の
人
々
の
想
い
が
結
集
し
て
、
10
年
前
に

実
現
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
土
地

を
提
供
し
た
だ
け
で
、
建
設
費
用
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
な
ど
は
全
て
寄
付
で
賄
わ
れ
て
い
る
と
い

う
日
本
で
は
珍
し
い
運
営
で
す
。
今
ま
で
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

近
く
の
空
港
か
ら
本
市
に
来
て
そ
の
空
港
に
帰
る

ま
で
の
費
用
を
キ
ャ
ン
プ
側
が
負
担
を
し
、
同
行

の
お
医
者
さ
ん
や
、
看
護
師
さ
ん
、
そ
し
て
ス

タ
ッ
フ
は
皆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
私
も
何
度
か

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
普

段
、
病
院
や
自
宅
の
窓
か
ら
し
か
外
の
世
界
に
触

れ
ら
れ
な
い
子
ど
も
さ
ん
が
、
乗
馬
を
し
た
り
家

族
と
大
き
な
声
で
笑
い
夢
を
か
な
え
て
い
る
姿
を

見
て
、
い
つ
も
大
感
動
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
施
設
は
こ
の
ま
ち
の

誇
り
で
あ
り
、「
人
に
優
し
い
ま
ち
、
人
が
優
し

い
ま
ち
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私

は
こ
れ
か
ら
も
先
人
の
想
い
を
大
切
に
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
ひ
た
む
き
に
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広大な北海道の空のもとで、グライダーに搭乗する筆者

そらぷちキッズキャンプで車いすから降り、乗馬にチャレンジする利用者
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わが
を
語
る

市
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
へ
と

成
長
を
続
け
る
伊
達
市
へ

　

福
島
県
中
通
り
の
北
部
に
位
置
す
る

伊
達
市
は
、
東
に
国
の
史
跡
・
名
勝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
名
峰「
霊り
ょ
う
ぜ
ん山」、

西
に

雄
大
な
吾あ
づ
ま妻

の
峰
々
を
日
々
仰
ぎ
見
る

自
然
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
盆
地

特
有
の
寒
暖
の
差
の
大
き
い
気
候
は
果

物
の
甘
さ
が
増

し
、
桃
を
は
じ

め
と
し
て
、
イ

チ
ゴ
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
、ブ
ド
ウ
、

特
産
の
干
し
柿

で
あ
る「
あ
ん

ぽ
柿
」
な
ど
、

四
季
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
お

い
し
い
果
物
を

味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
気
候
を
生
か
し
た
野
菜
の

生
産
も
盛
ん
で
あ
り
、
全
国
有
数
の

き
ゅ
う
り
の
産
地
で
、
他
に
も
ニ
ラ
、

春
菊
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、

戦
国
大
名
伊
達
氏
発
祥
の
地
で
あ
り
、

南
北
朝
時
代
の
武
将
・
北き
た
ば
た
け
あ
き
い
え

畠
顕
家
が
陸

奥
の
国
府
を
置
い
た
な
ど
の
歴
史
を

持
っ
た
ま
ち
で
す
。

　

本
市
は
、
平
成
18
年
１
月
に
伊
達

町
、
梁や
な
が
わ川
町
、
保
原
町
、
霊
山
町
お
よ

び
月つ
き
だ
て舘
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。「
伊
達
市
第
２
次
総
合
計
画（
後
期

基
本
計
画
）
」
に
掲
げ
た
将
来
都
市
像

「
健
幸
と
個
性
が
創
る　

活
力
と
希
望

あ
ふ
れ
る
故
郷　

伊
達
市
」の
実
現
に

向
け
、
市
民
参
画
を
基
本
に
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
や
歴
史
・
文
化
・
産
業
・
自

然
が
織
り
な
す
多
彩
な
地
域
資
源
を
大

切
に
磨
き
上
げ
、
若
者
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
住
ん
で
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
か
ら

健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
育
児
支
援
の
先

進
国
で
あ
る
北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
た
伊
達
市
版
ネ
ウ

ボ
ラ（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で「
ア
ド
バ

イ
ス
の
場
」
の
意
味
）
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
伊
達
市
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
に
こ
」を

拠
点
に
、
親
子
を
担
当
す
る
ネ
ウ
ボ
ラ

保
健
師
、
助
産
師
を
中
心
と
し
て「
寄

り
添
う
支
援
」「
保
健
と
保
育
の
一
体

化
」
を
二
つ
の
柱
と
し
、
妊
娠
期
か
ら

就
学
前
ま
で
の
子
育
て
を
切
れ
目
な
く

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
促
進
、
子
ど
も
の
体

力
低
下
に
対
応
す
る
た
め
の
全
天
候

型
の
屋
内
こ
ど
も
遊
び
場
、
就
学
後
の

サ
ポ
ー
ト
施
設
と
し
て
公
設
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
な
ど
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
一
人
一
人
が
健
康
で

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
住
民
主
体
で
身
近
な
集
会

所
な
ど
で
運
動
を
楽
し
む「
元
気
づ
く

り
会
」
が
、
市
内
１
２
６
会
場
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
週
２
回
、
90
分
の
活

動（
準
備
運
動
→
筋
ト
レ
→
球
技
や
リ

ズ
ム
体
操
→
整
理
運
動
）を
自
発
的
に

楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
者
の
心
身
の
健

康
を
確
認
・
維
持
す
る
と
と
も
に
、
地

便
利
な
田
舎
を
目
指
し
て

健
幸
と
個
性
が
創
る　
活
力
と
希
望
あ
ふ
れ
る
故ふ

る
さ
と郷　
伊
達
市

伊だ

て達
市（
福
島
県
）�

 

伊
達
市
長
　
須す

だ田
博ひ

ろ
ゆ
き行

1

ネウボラ保健師による育児指導

国の史跡・名勝、県立自然公園「霊山」
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域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
大
切
な「
通

い
の
場
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
、
モ
ノ
の
流
れ
が
変
わ
る

東
北
中
央
自
動
車
道
開
通

　

令
和
３
年
４
月
24
日
、
東
北
中
央
自

動
車
道「
相
馬
福
島
道
路
」
が
全
線
開

通
し
ま
し
た
。
東
北
中
央
自
動
車
道
は
、

太
平
洋
に
面
し
た
相
馬
市
を
起
点
に
、

伊
達
市
、
福
島
市
、
山
形
県
米
沢
市
を

経
て
東
北
の
中
央
を
縦
貫
し
、
秋
田
県

横
手
市
に
至
る
総
延
長
約
２
７
０
㎞
の

高
規
格
幹
線
道
路
で
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
や
交
流
人
口
の
拡

大
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に

お
け
る
救
護
・
救
助
の
た
め
の
重
要
道

路
と
し
て
、
さ
ら
に
、
医
療
分
野
に
お

い
て
は
、
患
者
に
負
担
の
少
な
い
迅
速

で
安
定
し
た
救
急
搬
送
道
路
と
し
て
、

未
来
に
つ
な
が
る「
希
望
の
道
」
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
は
、

本
市
の
み
な
ら
ず
、
福
島
県
や
南
東
北

地
方
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
速
達
性
や
定
時
性
、
利

便
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
積
極
的
な

事
業
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
広
域
的

な
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
の

実
現
に
向
け
て

　

本
市
は
、
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住

を
重
点
施
策
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
働
く
場
所
、
そ
し
て
住
む
場
所

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
何
よ
り
も
楽
し

む
場
所
も
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
働
く

場
所
の
確
保
と
し
て
、
相
馬
福
島
道
路

「
伊
達
中
央
Ｉ
Ｃ
」
か
ら
１
㎞
の
場
所

に
工
業
団
地（
14 
ha
）
の
造
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
住
む
場
所
と
し
て
は
、
通

勤
・
通
学
に
便
利
な
阿
武
隈
急
行
高
子

駅
の
北
側
に
住
宅
団
地
を
造
成
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
楽
し
む
場
所
と
し
て

「
伊だ
て
こ
お
り

達
桑
折
Ｉ
Ｃ
」
付
近
へ
大
型
商
業

施
設
の
出
店
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

便
利
な
田
舎
を
目
指
し
て

　

本
年
は
、
伊
達
市
誕
生
か
ら
15
年
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
に
当

た
り
ま
す
。
令
和
元
年
東
日
本
台
風
な

ど
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、

着
実
に
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
な
ど
本
市
を
取
り
巻
く
状
況

は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
新

た
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、コ
ロ
ナ
後
は「
地

方
の
時
代
」で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
生
活
拠
点
が
分
散
し
て
い
る

と
い
う
地
理
的
条
件
に
あ
り
な
が
ら

も
、
高
速
交
通
網
や
鉄
道
網
が
整
備
さ

れ
た「
便
利
な
田
舎
」で
あ
り
ま
す
し
、

ま
た
、
そ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら

し
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

に
、
そ
し
て
、
田
舎
で
あ
る
こ
と
を
強

み
に
誇
り
に
思
え
る
伊
達
市
を
目
指

し
、
市
民
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

東北中央自動車道（伊達中央ICから伊達桑折IC間）

高子駅北住宅団地

伊達市長

須田博行

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

福島市
伊達市

◆ 

面
積　
　

２
６
５
・
１
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
８
７
８
８
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
２
９
９
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
健
幸
と
個
性
が
創
る　

活

力
と
希
望
あ
ふ
れ
る
故
郷　

伊
達
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
四
季
を
通
じ
た
お
い
し
い

果
物
や
野
菜
に
あ
ふ
れ
、
歴
史
と
文
化
、
産

業
と
自
然
が
調
和
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
１
月
１
日
に
伊

達
町
、
梁
川
町
、
保
原
町
、
霊
山
町
、
月
舘

町
が
合
併
し
て
誕
生

〔
特
産
品
〕
初
夏
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
始
ま
り
、

桃
、
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
冬
は
イ
チ
ゴ
、
あ

ん
ぽ
柿
と
四
季
を
通
じ
て
生
産
さ
れ
る
果

物
、
野
菜
（
き
ゅ
う
り
、
ニ
ラ
、
春
菊
）

〔
観
光
〕
国
の
史
跡
・
名
勝
「
霊
山
」、
霊
山

こ
ど
も
の
村
、
保
原
総
合
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
道
の
駅
「
伊
達
の
郷
り
ょ
う
ぜ
ん
」

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
伊
達
も
も
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、
三
浦
弥
平
杯
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
、
つ

つ
こ
引
き
祭
り
、
霊
山
太
鼓
ま
つ
り
、
箱
崎

の
獅
子
舞
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わが
を
語
る

市
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

「�

オ
ー
ガ
ニッ
ク
シ
ティ
き
さ
ら
づ
」

　

木
更
津
市
は
、
南
房
総
・
東
京
湾
岸

に
位
置
し
、
港
町
と
し
て
栄
え
た
歴

史
、
文
化
の
あ
る
ま
ち
で
す
。
東
京
湾

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
た
も
と
に
は
盤ば
ん
ず洲

干

潟
が
広
が
り
、
内
陸
部
に
は
万
葉
集
に

も
登
場
す
る
緑
豊
か
な
上か
ず
さ総
丘
陵
が
あ

り
ま
す
。
現
在
で
は
、
広
域
的
な
幹
線

道
路
網
の
充
実
に
よ
り
交
通
利
便
性
が

向
上
し
、
大
型
商
業
施
設
や
優
良
企
業

の
集
積
が
進
み
、
定
住
・
交
流
人
口
も

増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
、
責
任
を
持
っ
て
次
の

世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
本
市

で
は
、
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
、
地
域
、
社
会
、
環
境
等
に
配
慮

し
、
主
体
的
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
考

え
方
を「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」と
定
義
し
、

平
成
28
年
に「
人
と
自
然
が
調
和
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」（
通
称
：
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

な
ま
ち
づ
く
り
条
例
）を
施
行
し
ま
し

た
。
令
和
２
年
度
か
ら「
第
２
期
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
な
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン　

木
更
津
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
モ
デ

ルO
RGA

N
IC CIT

Y
 PRO

JECT

」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
自
然
に
寄
り
添

い
、
学
び
、
経
済
が
循
環
す
る
自
立
し

た
共
生
社
会
を
目
指
し
て
、
市
民
、
企

業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な

ま
ち
づ
く
り
」の
考
え
方
を
、
見
て
・
感

じ
て
・
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
体
験
型
・
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
毎
年
開
催
し
、
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
も
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
価
値
創
造
に
向
け
た

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド
」

の
創
出

　

市
内
公
立
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食

米
の
有
機
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
全

国
で
多
様
な
ブ
ラ
ン
ド
米
が
流
通
す
る

中
、
基
幹
作
物
で
あ
る
米
の
付
加
価
値

向
上
を
図
り
、「
き
さ
ら
づ
学
校
給
食

米
」と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て

「
地
域
創
生
」木
更
津
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

木き

さ

ら

づ

更
津
市（
千
葉
県
）�

 

木
更
津
市
長
　
渡わ

た
な
べ辺

芳よ
し
く
に邦

2

多くの人でにぎわうオーガニックシティフェスティバル

オーガニックシティきさらづロゴマーク

有機米生産者の皆さん

東京湾アクアラインから木更津を望む
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い
く
た
め
、
そ
し
て
何
よ
り
も
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
安
全
・
安
心
・
お
い

し
い
学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
生

産
者
や
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
令

和
元
年
度
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
の
特
産
品
で
あ
る
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
は
じ
め
、
レ
ン
コ
ン
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
証
の
取
得
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

千
葉
県
で
は
初
と
な
る
飲
食
店
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
取
得

を
支
援
し
、
独
自
の「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

へ
の
活
用
を
は
じ
め
、
新
た
な
価
値
創

造
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ブ

ラ
ン
ド
」の
創
出
を
官
民
連
携
し
て
強

力
に
推
し
進
め
、
農
業
振
興
、
地
産
地

消
や
食
育
の
推
進
、
環
境

保
全
な
ど
、
ま
ち
の
持
続

力
を
高
め
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

木
更
津
発　

�

地
域
通
貨
に
よ
る

地
方
創
生

　

市
外
の
大
型
商
業
施

設
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
消
費
の

流
出
を
背
景
と
し
て
市
内
消
費
が
落
ち

込
む
中
、
本
市
で
は
、
地
元
商
店
な
ど

で
の
消
費
活
動
を
促
進
し
、
地
域
の
中

で
資
金
を
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
と
し

て
、「
電
子
地
域
通
貨『
ア
ク
ア
コ
イ

ン
』」を
導
入
し
、
普
及
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
、
地
域
に
お
け
る
介
護
や
防

災
、
健
康
な
ど
の
意
識
を
高
め
る
き
っ

か
け
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

市
民
活
動
な
ど
へ
参
加
し
た
市
民
に
対

し
、
ア
ク
ア
コ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
行
政
ポ
イ
ン
ト（
ら
づ
ポ
イ
ン
ト
）

を
付
与
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
３

年
６
月
30
日
現
在
、
加
盟
店
数
６
９
７

店
、イ
ン
ス
ト
ー
ル
件
数
１
万
７
０
８
２

件
、
利
用
額
６
億
９
２
０
万
円
に
達
し

て
い
ま
す
。

市
制
施
行
80
周
年
を
通
過
点
に

輝
き
つ
づ
け
る
ま
ち
へ

　

本
市
は
、
令
和
４
年
11
月
に
市
制
施

行
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

先
人
の
英
知
や
努
力
の
下
に
発
展
を
続

け
、
そ
し
て
今
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
制
施
行
80

周
年
を
１
０
０
周
年
も
見
据
え
た
大
き

な
節
目
と
捉
え
、
市
民
の
ま
ち
へ
の
愛

着
や
誇
り
を
一
層
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
行
い
、
未
来
に
継
承
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
本
市
の
有
す
る
地

域
特
性
や
地
域
資
源
な
ど
を
最
大
限
に

生
か
し
、
交
流
人
口
や
移
住
・
定
住
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
都
会
を
離
れ
て
自
然
豊

か
な
地
方
に
移
り
住
む「
コ
ロ
ナ
移
住
」

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
都
心

に
近
接
し
な
が
ら
も
、
里
山
・
里
海
に

触
れ
る
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
か

な
う
本
市
の
魅
力
を
磨
き
あ
げ
て
い
く

た
め
に
、
未
来
に
向
け
た
発
想
の
転
換

に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
変
革
）
を

意
識
し
な
が
ら
、
市
民
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
育
み
、
人
・
も
の
・
文
化
が
循
環
す
る

自
立
し
た
地
域
づ
く
り「
地
域
創
生
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

電子地域通貨「アクアコイン」

木更津市長

渡辺芳邦

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

千葉市

木更津市

◆ 

面
積　
　

１
３
８
・
95
㎢

◆ 

人
口　
　

13
万
５
８
８
４
人

◆ 

世
帯
数　

６
万
３
８
９
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
魅
力
あ
ふ
れ
る　

創
造
都

市　

き
さ
ら
づ 

〜
東
京
湾
岸
の
人
と
ま
ち

を
結
ぶ 

躍
動
す
る
ま
ち
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
東
京
湾
最
大
の
自
然
干
潟

や
上
総
丘
陵
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲

ま
れ
、
港
を
中
心
に
繁
栄
し
て
き
た
歴
史
あ

る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
米
、
レ
タ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、の
り
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、梨
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
ア
サ
リ

〔
観
光
〕
恋
人
の
聖
地
・
中
の
島
大
橋
、
道

の
駅
「
木
更
津 

う
ま
く
た
の
里
」、
い
っ
せ
ん

ぼ
く
、
木
更
津
市
郷
土
博
物
館 

金
の
す
ず
、

き
み
さ
ら
ず
タ
ワ
ー
、KU

RKKU
 FIE

LD
S

、

潮
干
狩
り
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
、
海
ほ
た

る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
木
更
津
港
ま
つ
り
（
や
っ
さ

い
も
っ
さ
い
踊
り
大
会
・
花
火
大
会
）、
木

更
津
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
、K

IS
A

R
A

ZU
 

P
A

R
K

B
A

Y
 FE

S
TIV

A
L

、K
IS

A
R

A
ZU

 
O

R
G

A
N

IC
 C

ITY
 FE

S
TIV

A
L
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わが
を
語
る

市
富
士
山
麓
の
豊
か
な
自
然
に�

恵
ま
れ
た「
も
の
づ
く
り
」の
ま
ち

　

富
士
市
は
、
北
に
世
界
遺
産
・
富
士

山
を
仰
ぎ
、
南
に
駿
河
湾
を
望
む
、
自

然
豊
か
で
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
り
ま

す
。
古
く
は
東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
、
現
在
で
は
、
東
海
道
新
幹
線
や

東
名
・
新
東
名
高
速
道
路
な
ど
、
東
西

を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
、
さ
ら

に
、
国
際
貿
易
港
と
し
て
、
地
域
産
業

を
支
え
る
田
子
の
浦
港
を

有
す
る
静
岡
県
東
部
の
中

核
都
市
で
す
。

　

ま
た
、
温
暖
な
気
候
と

富
士
山
麓
の
豊
富
な
地
下

水
に
恵
ま
れ
、
地
場
産
業

と
し
て
紙
・
パ
ル
プ
産
業
が

発
展
し
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
生
産
量
は
全
国
の

約
３
分
の
１
を
占
め
る
な

ど
、
国
内
有
数
の「
紙
の
ま
ち
」と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
輸
送
機

械
、
化
学
工
業
、
食
料
品
な
ど
多
様
な

産
業
が
集
積
し
た「
も
の
づ
く
り
」
が

盛
ん
な
ま
ち
で
す
。

「
い
た
だ
き
」を
目
指
し
て
、�

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
皆
さ
ん
を
応
援

　

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ「
い

た
だ
き
へ
の
、
は
じ
ま
り　

富
士
市
」

は
、
海
抜
０
ｍ
か
ら
富
士
山
ま
で
を
市

域
に
持
つ
日
本
で
唯
一
の
ま
ち
と
い

う
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
を
表
し
て

い
ま
す
。

　

自
分
な
り
の「
い
た
だ
き
」を
目
指
し

て
、「
は
じ
ま
り
」
を
大
切
に
、
一
歩
ず

つ
歩
ん
で
い
こ
う
と
い
う
思
い
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
い
た
だ
き
」を
目
指

し
て
一
歩
を
踏
み
出
す
皆
さ
ん
を
応
援

し
て
お
り
、そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
働
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
方
へ
の
就
労
支
援「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
基
本
理
念
は
、
働
き
た
く

て
も
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
全
て
の
人
が
、
そ
の
個
性
や
意
欲
に

応
じ
て
能
力
を
発
揮
し
、
社
会
を
構
成

す
る
一
員
と
し
て
社
会
経
済
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
で

は
、
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
を
支
援

す
る
だ
け
で
な
く
、
趣
旨
に
賛
同
す
る

企
業
を
協
力
企
業
と
し
て
登
録
し
、
業

務
の
切
り
出
し
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

な
ど
、
人
と
企
業
の
双
方
を
適
切
に
支

援
す
る
こ
と
で
、
就
労
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
全
国
的
に
煎
茶
の
需
要
が
伸

び
悩
む
中
、
茶
業
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、「
富
士
の
ほ
う
じ
茶
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
市

に
は
、
自
園
自
製
自
販
の
茶
農
家
が
多

い
こ
と
か
ら
、
若
手
生
産
者
と
協
働
で

「
日
本
一
お
い
し
い
ほ
う
じ
茶
」
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
６
月
に
は
、「
富
士
市
ほ
う
じ

茶
宣
言
」と
銘
打
ち
、「
ほ
う
じ
茶
の
香

り
が
す
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
富
士
の

お
茶
の
認
知
度
向
上
や
販
路
拡
大
な
ど

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

自
転
車
を
活
用
し
た�

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

　

静
岡
県
東
部
地
域
は
、東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
お
け
る
自
転
車
競
技
の
開
催
会

場
で
あ
り
、そ
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
が
期

「 
富
士
山
と
と
も
に　

輝
く
未
来
を 

拓
く
ま
ち　

ふ
じ
」の
実
現
を
目
指
し
て

富ふ

じ士
市（
静
岡
県
）�

 

富
士
市
長
　
小こ

な

が

い

長
井
義よ

し
ま
さ正

3

「富士山と茶畑」の代表的景観として各種メディアで紹
介される「大淵笹場」

レバンテフジ静岡と連携協定を締結
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待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、プ
ロ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
チ
ー
ム「
レ
バ
ン
テ
フ
ジ
静
岡
」

が
、
本
市
を
拠
点
に
活
動
し
て
お
り
、

自
転
車
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
休
憩
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
た
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、市

内
で
の
プ
ロ
カ
テ
ゴ
リ
ー
レ
ー
ス
の
開

催
を
目
指
す
な
ど
、
自
転
車
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
都
市
の�

実
現
を
目
指
し
て

　

本
市
は
、
急
速
に
進
化
す
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
最
大
限
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

令
和
２
年
８
月
に「
富
士
市
デ
ジ
タ
ル

変
革
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。そ
の
主
な

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
テ
レ
ワ
ー

ク
先
進
都
市
の
実
現
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。本
年
に
は

「
富
士
市
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、

市
内
事
業
所
へ
の
テ
レ

ワ
ー
ク
導
入
促
進
や
首
都

圏
な
ど
か
ら
の
テ
レ
ワ
ー

ク
実
施
企
業
の
誘
致
、テ
レ

ワ
ー
カ
ー
の
受
け
入
れ
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
と
輝
く�

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に

　

令
和
２
年
７
月
、本
市
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
年
限
で
あ
る
２
０
３
０

年
の
あ
る
べ
き
姿
を「
富
士
山
と
と
も

に　

輝
く
未
来
を
拓
く
ま
ち　

ふ
じ
」

と
し
て
、
一
人
一
人
が
自
ら
の
希
望
を

実
現
し
、
生
き
生
き
と
輝
け
る
ま
ち
を

築
く
と
と
も
に
、
富
士
山
の
恵
み
を
次

世
代
に
継
承
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

発
展
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
植
物
由
来
の
新
素
材
セ

ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）

の
実
用
化
推
進
や
、
前
述
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
就
労
支
援
、
災
害
派
遣
ト
イ
レ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
み
ん

な
元
気
に
な
る
ト
イ
レ
」に
お
け
る
全

国
初
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入
な

ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
つ
な
が
る
先

導
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
焼
却
に
よ
り
発
電
を
行

う
工
場
棟
の
ほ
か
、
環
境
学
習
が
可
能

な
循
環
啓
発
棟
な
ど
を
併
設
し
た「
新

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」の
供
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、紙
・
パ
ル
プ
産
業
が
積
極

的
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
導
入
し
た
結

果
、発
電
容
量
日
本
一
を
誇
り
、家
庭
用

太
陽
光
発
電
な
ど
も
含
め
、
域
内
消
費

電
力
の
49
％
相
当
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。今
後
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、２
０
５
０
年
ま
で
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
こ
と
と
し
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」を
本
年
４
月
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
深
化

さ
せ
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
を
最
大
限
に
生
か
す

な
ど
、
市
民
や
企
業
の
皆
さ
ま
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
取
り
組
み
、
地
域
の

力
を
結
集
し
て
、
輝
く
未
来
を
切
り
拓

い
て
ま
い
り
ま
す
。

過去3度被災地に派遣したほか、イベントで
も活用している「トイレトレーラー」

循環型社会形成に向けた拠点として、令和２年10月に
供用を開始した「新環境クリーンセンター」

富士市長

小長井義正

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

富士市

静岡市

◆ 

面
積　
　

２
４
４
・
95
㎢

◆ 

人
口　
　

25
万
１
２
６
６
人

◆ 

世
帯
数　

10
万
８
７
５
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕「
富
士
山
と
と
も
に　

輝
く

未
来
を
拓
く
ま
ち　

ふ
じ
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
富

士
山
の
恵
み
と
、
大
都
市
に
近
い
立
地
利
便

性
を
背
景
に
発
展
し
た
産
業
都
市

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
20
年
11
月
１
日
、
庵い

原は
ら

郡
富
士
川
町
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
田
子
の
浦
し
ら
す
、茶
、ミ
カ
ン
、

梨
、
イ
チ
ゴ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
富
士
ヒ

ノ
キ

〔
観
光
〕
岩
本
山
公
園
、
大お

お
ぶ
ち
さ
さ
ば

淵
笹
場
、
龍
り
ゅ
う

巌が
ん

淵ぶ
ち

、
竹
採
公
園
、
富
士
山
こ
ど
も
の
国
、
富

士
山
し
ら
す
街
道
、
工
場
夜
景
、
岳
南
電
車
、

道
の
駅
富
士
川
楽
座
、
道
の
駅
富
士

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
富
士
ま
つ
り
、
吉
原
祇
園
祭
、

甲き
の
え
ね子
祭
、
毘び
し
ゃ
も
ん
て
ん

沙
門
天
大
祭
、
富
士
山
女
子

駅
伝
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わが
を
語
る

市
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
型�

国
家
戦
略
特
区
へ
の
応
募�

〜
最
先
端
の
ま
ち
へ
の
飛
躍
〜

　

延
岡
市
の
人
口
は
、日
本
の
１
０
０
０

分
の
１
、
約
12
万
人
と
標
準
的
な
規
模

で
あ
り
、
人
口
構
成
や
産
業
構
造
な
ど

が
国
全
体
と
比
較
し
て
大
き
な
偏
り
が

な
く
、
九
州
で
２
番
目
に
広
大
な
市
域

（
８
６
８
・
02
㎢
）に
は
、
住
宅
地
か
ら

中
山
間
地
域
、
離
島
の
ほ
か
、
製
造
業

が
盛
ん
な
地
域
、
農
林
業
や
漁
業
が
盛

ん
な
地
域
と
い
っ
た
多
彩
な
エ
リ
ア
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
存
在
し
て
お
り
、
ま
さ

に「
日
本
の
縮
図
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
事
業
を

行
う
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
に
適
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
、
現
に
こ
れ
ま
で
本
市

は
、
東
京
大
学
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

は
じ
め
、
日
本
を
代
表
す
る
企
業
・
大

学
・
研
究
機
関
な
ど
と
連
携
協
定
を
結

び
、
さ
ま
ざ
ま
な
最
先
端
の
実
証
実
験

を
積
み
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
市
の
最
大
の
特
徴
は

「
市
民
力
」に
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
に

地
域
の
中
核
病
院
に
お
い
て
医
師
の
大

量
退
職
が
発
生
し
、
医
療
崩
壊
を
経
験

し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
地
域
医
療

を
守
る
た
め
に
多
く
の
市
民
が
行
動

し
、
１
カ
月
で
15
万
人
以
上
の
署
名
を

集
め
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
を
柱

と
す
る「
地
域
医
療
を
守
る
条
例
」
を

全
国
の
市
町
村
で
初
め
て
制
定
し
、

民
・
官
・
産
・
学
の
連
携
の
下
、
市
民
運

動
を
主
体
と
し
て
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
な
ど
に
取
り
組
み「
危
機
」
を
乗

り
越
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
市
で

は
医
療
費
と
介
護
認
定
率
が
下
が
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
実
績
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
市
民
の
協
力
意
識
の
高
さ
を
表

す
も
の
で
あ
り
、
企
業
・
大
学
・
研
究
機

関
が
、
本
市
を
実
証
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
や
実

装
に
取
り
組
む
際
に
は
、
多
く
の
市
民

の
協
力
や
参
加
が
期
待
で
き
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
現
に
本
年
４
月
か
ら

行
っ
て
い
る
東
京
大
学
と
の
連
携
調
査

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
り

行
動
デ
ー
タ
を
集
め
る
実
証
実
験
）の

参
加
者
は
１
０
０
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
令
和
元
年
度
以
降
、
25

〜
39
歳
人
口
の
転
入
超
過
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
地
域

全
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
で
地
域
再
生
を
図
る
べ

く
、
現
在
、
政
府
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

型
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
応
募
し
て
い

ま
す
。

Ｄ
Ｘ
拠
点
の
整
備

　

本
年
度
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
㈱
ま
ち

づ
く
り
延
岡
が
整
備
す
る
再
開
発
ビ
ル

が
延
岡
駅
西
口
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

ビ
ル
内
に
は
、
地
元
中
核
企
業
の
旭

化
成
㈱
を
は
じ
め
、
商
工
会
議
所
、
金

融
機
関
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
、
Ｉ
Ｔ

企
業
な
ど
が
入
居
す
る
と
と
も
に
、
２

階
に
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
と
な
る

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に

お
い
て
、こ
の
ビ
ル
を「
延
岡
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」と
位
置
付
け
、２
階

フ
ロ
ア
を
中
心
に
こ
の
ビ
ル
を
実
証
実

「
市
民
が
ま
ん
な
か
〜
市
民
力
・
地
域
力
・
都
市
力
が

躍
動
す
る
ま
ち 

の
べ
お
か
」を
目
指
し
て

延の
べ
お
か岡
市（
宮
崎
県
）�

 

延
岡
市
長
　
読よ

み

や

ま

谷
山
洋よ

う

じ司

4

延岡駅西口に整備中の再開発ビルの外観
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験
拠
点
と
す
る
こ
と
や
ビ
ル
の
５
Ｇ
化
、

ビ
ル
内
で
収
集
し
た
各
種
環
境
デ
ー
タ

の
公
開
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組

み
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
の
行
動
デ
ー
タ
の
収
集
・

分
析
に
よ
る「
交
通
Ｄ
Ｘ
」と

「
防
災
Ｄ
Ｘ
」の
推
進

　

前
述
の
よ
う
に
、
本
市
は
東
京
大
学

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
東
京
大
学
が

開
発
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に

よ
り
市
民
の
行
動
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
を
行
う
こ
と
で
、
最
適
な
バ
ス
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
構
築
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　

こ
の
行
動
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
は
、

交
通
の
み
な
ら
ず
防
災
分
野
に
も
活
用

す
る
考
え
で
、
自
宅
に
居
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
仕
事
中
や
買
い
物
中
に
発
災

し
た
時
の
た
め
の
避
難
所
整
備
な
ど
、

防
災
対
策
の
構
築
に
も
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）延
岡
こ
ど
も
未
来�

創
造
機
構
に
よ
る�

「
人
間
力
」な
ど
の
育
成

　

教
育
に
お
い
て
は
、「
学
校
」「
地
域
」

「
家
庭
」の
３
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
こ

の
３
者
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
課
題

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で

は
、
第
４
の
存
在
と
し
て「（
仮
称
）延

岡
こ
ど
も
未
来
創
造
機
構
」の
本
年
度

中
の
設
立
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
、
組
織
設
立
と
並
行
し
て「
組

織
が
で
き
た
暁
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
事
業
」を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
と

し
て
先
行
し
て
実
施
し
て
お
り
、
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
や
東
京
学
芸
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ

研
究
所
と
の
連
携
に
よ
る
論
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク

事
業
、
自
然
体
験
活
動
な
ど
を
行
い
、

「
外
遊
び
の
達
人
」「
人
間
関
係
づ
く
り

の
達
人
」な
ど
を
多
く
育
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
い
自
己
肯
定
感
や

主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
む
と
と
も

に
、
自
分
も
他
人
も
大
切
に
す
る
人
づ

く
り
な
ど
、
本
市
な
ら
で
は
の「
人
間

力
」を
育
む
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

東京大学との連携によるスマートフォンアプリ
を活用した行動データを集める実証実験

東京学芸大学と連携したSTEAM
ワークショップ

イングリッシュキャンプ

◆ 

面
積　
　

８
６
８
・
02
㎢

◆ 

人
口　
　

11
万
９
９
５
６
人

◆ 

世
帯
数　

６
万
33
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
市
民
が
ま
ん
な
か
〜
市
民

力
・
地
域
力
・
都
市
力
が
躍
動
す
る
ま
ち　

の
べ
お
か

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
旭
化
成
㈱
を
は
じ
め
製
造

業
が
集
積
。全
国
有
数
の
漁
獲
高
を
誇
る「
さ

か
な
の
ま
ち
」で
あ
り
、多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
タ

ウ
ン
で
も
あ
る
。

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
２
月
20
日
、
東

ひ
が
し

臼う
す
き杵

郡
北
方
町
、
東
臼
杵
郡
北
浦
町
を
編
入

合
併
。
平
成
19
年
３
月
31
日
、
東
臼
杵
郡
北

川
町
を
編
入
合
併
。

〔
特
産
品
〕
世
界
一
の
工
業
製
品
、
イ
ワ
シ

（
漁
獲
高
日
本
一
）、
三
蔵
（
焼
酎
・
日
本
酒
・

ビ
ー
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
製
造
所
が
あ
る
）、
空

飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ

〔
観
光
〕
延
岡
城
跡
、
大お

お
く
え
や
ま

崩
山
（
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
）、
下
阿
蘇
ビ
ー
チ
（
快

水
浴
場
百
選
の
中
で
九
州
で
唯
一
特
選
）、

鮎
や
な
（
水
質
日
本
一
の
五
ヶ
瀬
川
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ
ン
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ゲ
ー
ム
ズ
in
の
べ
お
か
、
天
下
一

薪た
き
ぎ
の
う
能
、
ま
つ
り
の
べ
お
か
、
今
山
大
師
祭

延岡市長

読谷山洋司

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

宮崎市

延岡市
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経済観光局商業振興課

野
の ま
間圭

けいすけ
介さん

　
広
島
市
は
、
平
和
を
象
徴
す
る
都
市
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
豊
か
な
自
然

環
境
を
有
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
・
文

化
的
資
源
に
も
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　
こ
う
し
た
豊
か
な
資
源
に
ち
な
ん
だ
特

産
品
を
、「
ザ
・
広
島
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す（
現
在
91
品
を
認
定
）。

　
身
が
プ
リ
っ
と
し
て
濃
厚
な
味
の
広
島

湾
の
カ
キ
や
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感

と
ピ
リ
ッ
と
し
た
風
味
が
特
徴
の
広
島
菜

漬
、
広
島
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
あ
る
お
好
み

焼
き
な
ど
、
四
季
折
々
の
旬
の
食
材
を
使

用
し
た「
味
わ
い
の
一
品
」を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
！

広
ひろ し ま

島市（広島県）

国
際
平
和
文
化
都
市
の
銘
産

「
ザ
・
広
島
ブ
ラ
ン
ド
」

推薦者

面積 906.69㎢

人口 119万2,243人
（令和3年5月末現在）

特産品
カキ、広島菜漬、お好み焼き、
もみじ饅頭、クロダイ、
アナゴ、広島針、銅

どうちゅう
蟲など

※�面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積
調」に、人口は「住民基本台帳」による。

原爆で倒壊後、1958
年に復元された広島
城天守閣。現在は歴
史博物館となってお
り、城跡も含め、広
島の歴史を学べる観
光スポットに

令和2年度新規認定品

広島市
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

甚
大
な
被
害
を
乗
り
越
え
、
人
々
は
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

復
興
か
ら
創
生
へ
と
向
か
う
、
被
災
地
の
今
を
お
伝
え
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年 

│
あ
の
日
・
い
ま
・
み
ら
い
│

東
ひがし ま つ し ま

松島市（宮城県）

住み続けられ持続・発展する東松島市

　東日本大震災から10年が経過し、国・県からの手厚い
財政支援と全国からの多大なご支援・ご協力により、
ハード事業はおおむね完了しました。今後は、被災者に
寄り添った「心の復興」に重点を置き、三陸自動車道に接
続する「道の駅」や、被災元地を活用した「令和の果樹の
花里づくり」を前に進め、働く場所の創造による産業振
興を図ってまいります。
　本市は、今回日本で初めてオリンピック聖火が到着し
た地を記念して「スポーツ健康都市」を宣言し、スポーツ
を通じて健康増進を図っています。また、平成30年には
東北の被災３県で初めて「SDGs未来都市」に選定され、
その理念を踏まえ、「住み続けられ持続・発展する東松
島市」の実現に向け、人口減少対策を進め、地方創生の
トップランナーを目指してまいります。

東松島市長

渥
あ つ み

美　巖
いわお

 

次号は福島県郡山市です

津波の被害地域にオープンした矢本海浜緑地パークゴルフ場。
航空自衛隊松島基地の近くに立地し、「ブルーインパルスが
空を舞うパークゴルファーの聖地」として好評

現在パークゴルフ場がある大曲
地区の被災直後の状況



令和3年8月号
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特
集

災害対策基本法改正を踏まえた防災対策
〜自然災害における避難確保の考え方〜
　災害時における避難確保および災害対策の実施体制の強化が課題となる中、2021年5月、改正
災害対策基本法が公布されました。これに伴い、避難情報の仕組みが見直されるとともに、個別避難
計画の作成が市町村長に努力義務化される規定が設けられるなど、大きな改正が行われました。
　特集では災害対策基本法改正の概要と、都市自治体の防災対策に関する留意事項について、内閣府
にご寄稿いただきました。また、行政と地域が連携した個別避難計画の作成、防災組織と福祉関係者
が連携を強化し、要支援者への支援の実行性向上に向けた事業や、行政・地域住民・福祉専門職が
連携して取り組んだ要支援者対策事業など、都市自治体による効果の高い避難対策の取り組み事
例を紹介します。

寄稿 1
災害対策基本法改正の概要と
都市自治体における留意事項
内閣府政策統括官（防災担当）付参事官　島田勝則

寄稿 2
「選ばれるまち砺波」を目指して
〜地域と共に歩む防災対策〜
砺波市長　夏野　修

寄稿 3
避難行動要支援者の
安全な避難の実現に向けて
品川区長　濱野　健

寄稿 4 災害時に地域のみんなで命をつなぐために
高知市長　岡﨑誠也
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1寄稿

災
害
対
策
基
本
法
改
正
の
概
要
と

都
市
自
治
体
に
お
け
る
留
意
事
項

内
閣
府
政
策
統
括
官（
防
災
担
当
）付
参
事
官　

島し
ま
だ田

勝か
つ
の
り則

　

第
２
０
４
回
国
会
に
お
い
て
、
災
害
対
策
基
本
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
令
和
３
年

５
月
10
日
に
令
和
３
年
法
律
第
30
号
と
し
て
公
布
さ

れ
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
５
月
20
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
。
今
回
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
は
、
東
日

本
大
震
災
を
契
機
と
す
る
二
度
の
改
正
以
来
の
大
幅

な
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
改
正
の
概
要
と
併
せ

て
、
特
に
都
市
自
治
体
に
お
け
る
防
災
対
策
に
関

し
、
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
事
項
に
つ
い
て
説
明
し

た
い
。

　
避
難
情
報
の
見
直
し

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
第
19
号
）後
の
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
避
難
勧
告
を
「
避
難
の
準
備
を

始
め
る
段
階
」「
ま
だ
避
難
を
開
始
す
べ
き
段
階
で
は

な
い
が
自
主
的
に
避
難
す
る
段
階
」
と
誤
っ
て
認
識

し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

た
、
避
難
勧
告
と
避
難
指
示
の
違
い
が
理
解
さ
れ
て

お
ら
ず
、
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る
ま
で
避
難
し
な

い
、
い
わ
ば「
指
示
待
ち
」の
人
が
依
然
と
し
て
多
い

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
避
難
勧
告
と
避
難
指
示
を
避

難
指
示
へ
と
一
本
化
す
る
な
ど
、
避
難
情
報
の
包
括

的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。（
図
）

　

法
改
正
に
伴
い
、
内
閣
府
で
は
「
避
難
勧
告
等
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
、
名
称
も
含
め
て
改
定

し
、「
避
難
情
報
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」と
し
て

公
表
し
た
。
こ
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
洪
水
、

土
砂
災
害
、
高
潮
、
津
波
と
い
っ
た
災
害
の
種
類
ご

と
の
避
難
情
報
の
発
令
基
準
の
考
え
方
や
設
定
手

順
、
さ
ら
に
は
情
報
伝
達
例
や
要
配
慮
者
等
の
避
難

に
関
す
る
留
意
事
項
な
ど
を
示
し
て
い
る
。
各
市
町

村
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
の
防
災
担
当
部
局
・
河

川
担
当
部
局
や
気
象
台
な
ど
の
協
力
も
得
つ
つ
、
効

果
的
な
避
難
情
報
の
発
令
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
検
討
・
確
認
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

特
に
、
警
戒
レ
ベ
ル
５
の
緊
急
安
全
確
保
は
、
災

害
が
既
に
発
生
・
切
迫
し
た
段
階
に
お
い
て
、
避
難

場
所
等
へ
の
避
難
が
安
全
に
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

る
場
合
に
、
自
宅
や
近
隣
の
建
物
で
少
し
で
も
高
い

と
こ
ろ
に
行
く
な
ど
の
命
を
守
る
行
動
へ
と
行
動
の

見
直
し
を
促
す
情
報
で
あ
る
一
方
、
必
ず
発
令
さ
れ

る
情
報
で
は
な
い
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
住
民
に
対
し
て
、
緊
急
安
全
確
保
の
発
令
を
待

つ
こ
と
な
く
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示
ま
で
に

必
ず
避
難
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
十
分
に
周
知
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
内
閣
府
に
お
い
て
は
、
報
道
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
新
た
な
避
難
情
報
の
周
知
・
広
報

を
徹
底
し
て
い
る
。
多
言
語
対
応
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ

ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
や
避
難
行
動
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、
各
市
町

村
に
お
い
て
も
、
各
地
域
の
気
候
や
地
形
な
ど
に
応

じ
、
具
体
的
な
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
効
果
的
な
周

知
・
広
報
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し

な
い
状
況
下
で
は
、
避
難
所
で
の
感
染
拡
大
防
止
が

大
き
な
課
題
と
な
る
。
内
閣
府
で
は
昨
年
４
月
以

来
、
累
次
に
わ
た
り
、
地
方
公
共
団
体
に
通
知
や
Ｑ

＆
Ａ
を
示
し
、

◦
可
能
な
限
り
多
く
の
避
難
所
の
開
設

◦
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
活
用
な
ど
の
検
討
・
準
備

◦�

被
災
者
へ
の
在
宅
避
難
や
親
戚
・
知
人
宅
な
ど
へ

の
避
難
を
検
討
す
る
よ
う
周
知

◦�

避
難
所
に
お
け
る
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
と
発
熱
者
な
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ど
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

◦�

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
な
ど
の
感

染
症
対
策
用
物
資
の
備
蓄

な
ど
を
促
す
と
と
も
に
、
避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト
例

や
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
な
ど
を
紹
介
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
３
年
６
月
10
日
に
は
、
消
防
庁
お

よ
び
厚
生
労
働
省
と
連
名
で
事
務
連
絡
を
発
出
し
、

避
難
所
と
し
て
開
設
予
定
の
施
設
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
会
場
と
な
っ
て
い
る
場
合
の
留
意
事
項
（
安
全
な

親
戚
・
知
人
宅
へ
の
避
難
促
進
や
可
能
な
限
り
多
く

の
避
難
所
の
確
保
、
冷
凍
庫
用
の
電
源
確
保
な
ど
の

ワ
ク
チ
ン
保
管
対
策
な
ど
）を
周
知
し
て
い
る
。

　

各
市
町
村
に
お
い
て
は
、
防
災
担
当
部
局
と
衛
生

担
当
部
局
が
十
分
に
連
携
し
、
平
時
か
ら
こ
れ
ら
の

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
広
域
避
難
に
関
す
る
措
置
の
拡
充

　

近
年
の
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
に
伴
い
、
災
害

発
生
前
の
よ
り
早
い
段
階
か
ら
多
く
の
居
住
者
等
の

避
難
行
動
を
促
す
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
特
に
、
広
域
避
難
に
つ
い
て
は
、
江
東
５

区
（
墨
田
区
・
江
東
区
・
足
立
区
・
葛
飾
区
・
江
戸

川
区
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
町
村
の
区
域
外
へ
の
広
域
避
難
や
そ
の
た
め
の

居
住
者
等
の
運
送
は
、
事
前
に
他
の
地
方
公
共
団
体

や
運
送
事
業
者
と
締
結
し
た
協
定
な
ど
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
が
、
広
域
避
難
先

と
し
て
予
定
し
て
い
た
地
方
公
共
団
体
も
被
災
す
る

お
そ
れ
が
高
い
場
合
な
ど
、
協
定
な
ど
が
十
分
に
機

能
し
な
い
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
間
や
地
方
公

共
団
体
と
運
送
事
業
者
間
の
協
定
締
結
の
促
進
を
図

り
つ
つ
も
、
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
段
階

に
お
け
る
広
域
避
難
な
ど
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す

る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
間
の
居
住
者
等
の
受
け
入

れ
や
、
地
方
公
共
団
体
と
運
送
事
業
者
間
の
居
住
者

等
の
運
送
に
か
か
る
協
議
規
定
が
整
備
さ
れ
た
。

　

法
改
正
に
伴
い
、
内
閣
府
で
は
「
水
害
か
ら
の
広

域
避
難
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」
を
と
り
ま
と

め
、
公
表
し
た
。
こ
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
で
は
、

広
域
避
難
の
検
討
手
順
や
関
係
機
関
と
調
整
す
べ
き

事
項
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
け
る
協

議
会
の
取
り
組
み
事
例
や
地
方
公
共
団
体
相
互
間
・

地
方
公
共
団
体
と
交
通
事
業
者
間
の
協
定
締
結
の
事

例
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

住
民
を
市
町
村
の
区
域
外
に
避
難
さ
せ
る
広
域
避

難
は
、
市
町
村
長
に
と
っ
て
重
大
な
判
断
と
な
る

が
、
大
規
模
な
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
り
区
域
内
で

は
安
全
の
確
保
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
避
け
て
通

れ
な
い
。
こ
の
判
断
を
適
切
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め

に
も
、
他
の
市
町
村
や
都
道
府
県
、
交
通
事
業
者
な

ど
と
連
携
し
た
事
前
の
備
え
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　
個
別
避
難
計
画
の
作
成

　

近
年
の
災
害
に
お
い
て
、
多
く
の
高
齢
者
・
障
害

者
な
ど
が
被
災
し
て
い
る
。
災
害
に
よ
る
死
者
数

（
災
害
関
連
死
を
除
く
）の
う
ち
高
齢
者（
65
歳
以
上
）

が
占
め
る
割
合
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
約

65
％
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
は
約
79
％
と
な
っ
て

お
り
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
避
難
行
動
要

支
援
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
必
要
性
が
広
く

認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
ご
と
の
避
難
支

援
等
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
個
別
避
難
計

画
の
作
成
が
、
市
町
村
長
の
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
計
画
に
記
載
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
平

常
時
に
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
お
よ
び
避
難
支
援

等
実
施
者
の
同
意
を
得
た
場
合
ま
た
は
条
例
に
特
別

５

４

３

２ 気象状況悪化 自らの避難行動を確認

１ 災害への心構えを高める

新たな警戒レベルの一覧表
警戒
レベル 状況 住民が取るべき行動 行動を促す情報

参考
（改正前）災害発生

又は切迫 命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保※1

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

災害の
おそれ高い

災害の
おそれあり

今後気象状況悪化
のおそれ

危険な場所から全員避難 避難指示（注）

危険な場所から高齢者等は避難※2 高齢者等避難

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

災害発生情報
（発生を確認したときに発令）

•避難指示(緊急)
•避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開始

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

※1 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではない
※2 警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に避難するタイミングである
（注）避難指示は、現行の避難勧告のタイミングで発令する

図　�新たな警戒レベルの一覧表
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の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
消
防
機
関
、
民
生

委
員
な
ど
の
避
難
支
援
等
関
係
者
に
対
し
て
提
供
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
る
な
ど
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

避
難
の
実
行
性
を
高
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
併

せ
て
、
市
町
村
の
事
務
の
負
担
軽
減
と
効
率
化
の
観

点
か
ら
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
お
よ
び
個
別
避

難
計
画
の
作
成
・
更
新
事
務
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
な
ど
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
。

　

内
閣
府
で
は
、
法
改
正
に
伴
い
「
避
難
行
動
要
支

援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す
る
取
組
指
針
」
を
改

定
・
公
表
し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
や
個
別
避

難
計
画
の
作
成
な
ど
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
な
ど

を
示
し
て
い
る
。

　

個
別
避
難
計
画
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
ご
と

に
、
避
難
場
所
、
緊
急
時
の
連
絡
先
、
避
難
支
援
等

実
施
者
と
そ
の
連
絡
先
や
避
難
時
の
配
慮
事
項
な
ど

を
記
載
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
作
成
・
更
新
は
、

市
町
村
に
と
っ
て
多
大
な
労
力
を
要
す
る
。
し
か

し
、
災
害
時
に
お
け
る
要
介
護
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
避
難
行
動
要
支
援
者
や
避
難
支
援
等
関
係
者
の

犠
牲
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
事
前
の
準
備
を
進
め
、

迅
速
に
避
難
支
援
等
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
要
す
る
経
費
に
関
し
て

は
、
令
和
３
年
度
に
、
新
た
に
地
方
交
付
税
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
防
災
・
安

全
交
付
金
な
ど
が
活
用
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
ま

た
、
優
良
事
例
を
全
国
的
に
展
開
す
る
た
め
の
モ
デ

ル
事
業
も
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

　

大
分
県
別
府
市
で
は
、
障
害
者
の
相
談
支
援
専
門

員
な
ど
が
関
与
し
て
作
成
し
た
個
別
避
難
計
画
を
踏

ま
え
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
地
域
の
関

係
者
が
参
加
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
計
画
の
策

定
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
と
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

好
事
例
も
参
考
と
し
て
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
・

運
用
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
国
の
防
災
体
制
の
強
化
と 

　
防
災
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
促
進

　

近
年
の
気
象
予
報
の
技
術
向
上
や
発
災
時
に
備
え

た
迅
速
な
体
制
整
備
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
災
害
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
段
階
に
お
い
て
も
、
関
係

機
関
と
の
総
合
調
整
を
行
う
国
の
災
害
対
策
本
部
を

設
置
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
当
該
本
部

が
設
置
さ
れ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
お
よ
び
救

助
実
施
市
の
長
は
、
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助（
避
難

所
の
供
与
）を
実
施
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

◦�
非
常
災
害
対
策
本
部
の
本
部
長
の
内
閣
総
理
大
臣

へ
の
変
更

◦�

非
常
災
害
に
至
ら
な
い
規
模
の
災
害
に
お
け
る
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣（
防
災
）を
本
部
長
と
す
る
特

定
災
害
対
策
本
部
の
設
置

◦�

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
防
災
）の
必
置
化

な
ど
の
措
置
を
講
じ
、
国
に
お
け
る
災
害
対
策
の
実

施
体
制
の
一
層
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。

　

今
回
の
法
案
の
審
議
に
際
し
、
衆
参
両
院
の
災
害

対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
附
帯
決
議
が
行
わ
れ

た
。
全
八
項
目
の
附
帯
決
議
に
は
「
国
、
都
道
府
県

及
び
市
町
村
の
防
災
会
議
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

は
、
女
性
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
多
様
な
主
体

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
制
度

及
び
運
用
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
」
と
い
う
事
項
が

含
ま
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
女
性
の
参
画
に
関
し
て
は
、
令
和
３
年
５

月
25
日
か
ら
、
国
の
中
央
防
災
会
議
の
委
員
の
う

ち
、
有
識
者
委
員
（
国
務
大
臣
以
外
の
委
員
。
指
定

公
共
機
関
の
代
表
者
を
含
む
）
９
人
の
う
ち
従
来
は

１
人
だ
っ
た
女
性
が
３
人
に
増
加
し
た
。
地
方
防
災

会
議
の
委
員
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
鈴
鹿
市
で
は
、

男
女
共
同
参
画
部
局
の
積
極
的
な
取
り
組
み
や
女
性

消
防
分
団
の
協
力
に
よ
り
、
女
性
委
員
の
割
合
が

39
・
５
％（
平
成
28
年
３
月
現
在
）と
な
り
、
訓
練
な

ど
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の
連
携
充
実
と
い
っ
た
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

災
害
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
、
特

に
市
町
村
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
住

民
に
近
い
」
か
ら
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で

も
、
住
民
の
半
数
を
占
め
る
女
性
の
視
点
を
市
町
村

の
災
害
対
策
に
組
み
込
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

令
和
３
年
６
月
11
日
に
は
、
丸
川
珠
代
男
女
共
同

参
画
・
女
性
活
躍
担
当
大
臣
と
小
此
木
八
郎
防
災
担

当
大
臣
が
連
名
で
、「
女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
・

減
災
の
推
進
に
つ
い
て
」（
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
公

表
し
た
。
避
難
生
活
に
お
け
る
女
性
の
安
全
・
安
心

の
確
保
、
被
災
者
支
援
な
ど
の
災
害
対
応
の
現
場
へ

の
女
性
の
参
画
な
ど
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
市
町
村
長
の
一
層
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
お
願
い
し
た
い
。
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「
選
ば
れ
る
ま
ち
砺
波
」を
目
指
し
て

〜
地
域
と
共
に
歩
む
防
災
対
策
〜

2寄稿

砺と
な
み波

市
長（
富
山
県
）　　

夏な
つ
の野

　
修

お
さ
む

　
肌
で
感
じ
た
避
難
行
動
の
重
要
性

　

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
、
大
雨
や
地
震
な
ど
頻
発
す
る
自
然
災
害
時

に
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め
、

本
年
５
月
20
日
か
ら
市
町
村
長
が
発
令
す
る
「
避
難

勧
告
」
が
廃
止
さ
れ
、「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ
れ

た
が
、
砺
波
市
で
も
、
昨
年「
避
難
指
示
」の
一
本
化

の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
災
害
が
あ
っ
た
。

　

令
和
２
年
７
月
、
市
内
で
は
大
雨
警
報
（
土
砂
災

害
）が
発
せ
ら
れ
、
土
木
課
な
ど
は
、
山
間
部
を
中
心

に
住
民
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
た
。
そ
れ
か
ら
約
２
週
間
後
、
あ
る
山
間
部
の
集

落
住
民
か
ら
、
自
宅
の
玄
関
な
ど
に
ク
ラ
ッ
ク（
ひ
び

割
れ
）が
入
っ
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ
り
、
現
地
を
確

認
し
た
結
果
、
今
後
、
ク
ラ
ッ
ク
が
進
行
し
地
滑
り

を
起
こ
す
可
能
性
が
予
見
さ
れ
た
た
め
、
最
悪
の
事

態
を
想
定
し
つ
つ
様
子
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
当
面
の
対
応
と
し
て
、
周
辺
の
住
民
３

世
帯
８
人
に
公
民
館
な
ど
の
避
難
所
や
親
戚
宅
な
ど

へ
自
主
避
難
し
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
後
、
県
と
共
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
定
期
的

な
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
対
策
を
施
し
な
が
ら
、
経
過
を

注
視
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
年
12
月
19
日
、
幅
約

１
０
０
ｍ
、
長
さ
約
２
０
０
ｍ
に
わ
た
る
大
規
模
な

地
滑
り
災
害
が
発
生
し
た
。
一
部
の
住
民
は
既
に
市

営
住
宅
に
避
難
し
て
い
た
が
、
今
後
さ
ら
に
被
害
が

拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
翌
20
日
に
「
避
難

勧
告
」
を
発
令
し
、
残
り
の
住
民
２
世
帯
７
人
に
再

度
避
難
所
へ
避
難
す
る
よ
う
促
し
た
。

　

住
民
か
ら
は「
避
難
勧
告
」の
強
制
力
に
つ
い
て
問

う
質
問
も
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
地
滑
り
区
域
が
拡
大

す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
翌
21
日
に
住
民
の
生

命
を
最
優
先
に
考
え「
避
難
指
示
」を
発
令
し
、
直
ち

に
避
難
所
な
ど
へ
避
難
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

　

も
し
、「
地
元
を
離
れ
た
く
な
い
」「
避
難
勧
告
に

は
強
制
力
が
な
い
」
と
住
民
が
避
難
せ
ず
、
災
害
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
た
ら
、
人
命
に
関
わ
る
大
き
な
災

害
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
の
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

「
避
難
指
示
」に
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
危
険
が
差

し
迫
っ
た
と
き
に
は
、
市
民
に
と
っ
て
避
難
行
動
な

ど
の
対
応
が
明
確
と
な
り
、
ま
た
、
行
政
側
も
迷
う

こ
と
な
く
避
難
を
指
示
で
き
、
迅
速
で
適
切
な
対
応

が
可
能
と
な
っ
た
反
面
、
行
政
側
の
責
任
も
よ
り
重

く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
顔
の
見
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

総
務
省
で
は
行
政
と
も
協
働
し
な
が
ら
、
小
規
模

栴檀山（せんだんやま）地区地滑り



34AUGUST 2021 市政

な
が
ら
も
、
自
治
会
や
消
防
団
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
や
目
的
な
ど
を
持
っ
た
組
織
が
集
結
し
、
地
域
に

あ
る
課
題
を
自
ら
考
え
、
決
定
、
実
行
す
る
「
小
規

模
多
機
能
自
治
」を
推
進
し
て
い
る
。

　

本
市
に
は
、
昭
和
の
合
併
時
の
旧
町
村
を
単
位
と

し
た「
地
区
自
治
振
興
会（
集
落
単
位
の「
自
治
会
」を

包
括
す
る
も
の
）」
と
呼
ば
れ
る
地
区
組
織
が
あ
り
、

既
に
地
域
で
の
課
題
は
地
域
で
解
決
し
て
い
く
と

い
っ
た
自
立
的
な
自
治
会
運
営
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
防
災
に
関
し
て
は
、
こ
の
「
地
区
自
治
振

興
会
」
と
表
裏
一
体
の
形
で
、
全
て
の
地
区
に
自
主

防
災
会
お
よ
び
避
難
所
運
営
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
市
総
合
防
災
訓
練
や
各
地
区
の

防
災
訓
練
で
は
、
平
常
時
か
ら
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
へ
の
見
守
り
、
避
難
経
路
の
確
認
や
要
支
援
者
の

避
難
対
応
な
ど
に
加
え
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
て
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
訓
練
を
行
う
な
ど
、
今
後
起
こ

り
う
る
災
害
を
想
定
し
な
が
ら
、
防
災
知
識
の
習
得

と
地
域
防
災
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
区
の
状
況
を
知
り
、
防
災
の
知
識
を

持
っ
た
人
材
が
必
要
と
い
う
観
点
か
ら
、
各
地
区
自

治
振
興
会
に
２
人
以
上
の
女
性
防
災
士
を
含
む
防
災

士
を
５
人
以
上
養
成
し
て
き
て
お
り
、
人
口
１
万
人

当
た
り
の
防
災
士
数
で
は
県
内
１
位
で
あ
る
と
と
も

に
、
各
地
区
で
の
防
災
訓
練
の
際
は
、
日
頃
か
ら
防

災
意
識
を
高
め
る
活
動
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
。

　

本
年
１
月
に
は
、
短
時
間
で
断
続
的
に
強
い
雪
が

降
り
続
き
、
急
激
に
降
雪
量
が
増
加
し
た
た
め
、
本

市
に
対
し
て
、
降
雪
量
を
基
準
と
す
る
「
顕
著
な
大

雪
に
関
す
る
気
象
情
報
」
が
全
国
で
初
め
て
発
出
さ

れ
た
。
本
市
で
は
市
道
の
除
雪
作
業
と
と
も
に
、
消

防
分
団
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
安
否
確
認
な
ど
を
行
う
一
方
で
、
多
く

の
地
区
で
は
、
既
に
周
辺
住
民
の
安
否
確
認
や
玄
関

先
の
除
雪
作
業
な
ど
、
助
け
合
い
の
精
神
（
共
助
）の

下
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
自
主
的
に
行
動
し
て
お

り
、
行
政
を
預
か
る
者
と
し
て
、
改
め
て
地
域
と
行

政
と
の
連
携
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

近
年
で
は
、
若
者
を
中
心
に
人
間
関
係
が
希
薄
化

し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
で

は
、
自
分
の
身
を
守
る「
自
助
」、
要
支
援
者
な
ど
周

辺
住
民
で
助
け
合
う「
共
助
」、
公
的
機
関
か
ら
の
支

援「
公
助
」に
加
え
、
日
頃
か
ら
、
顔
が
見
え
る「
ご

近
所
」
付
き
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
か
し
た
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
本
市
の
取
り
組
み

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心
と
な
っ
て
自
治
会
運

営
が
進
め
ら
れ
る
中
、
本
市
で
は
、
平
成
27
年
か
ら

災
害
が
発
生
ま
た
は
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
に
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
住
民
を
対

象
に
、
円
滑
で
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
、「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
お
よ
び
様
式
な
ど
を
統
一

化
し
た「
避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
支
援
計
画
」の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
名
簿
な
ど
は
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
十
分
に
配
慮
し
た
上
で
、
市
、
消
防

署
や
警
察
な
ど
公
的
機
関
に
加
え
、
地
域
で
支
援
し

て
い
た
だ
く
地
区
自
治
振
興
会
、
自
主
防
災
会
、
消

防
団
や
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
と
共
有
し
、
年
２

回
の
デ
ー
タ
更
新
を
行
う
な
ど
、
行
政
と
地
域
が
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
、
避
難
支
援
者
の
不
足
や
高

齢
化
お
よ
び
個
人
情
報
の
開
示
拒
否
な
ど
か
ら
、
個

別
支
援
計
画
の
作
成
割
合
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
地
区

も
あ
る
た
め
、
今
後
も
各
地
区
自
治
会
や
民
生
委
員

児
童
委
員
な
ど
と
協
力
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
計

画
作
成
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
未
登
録
の
対

象
者
に
も
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
登
録
を
促
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
平
成
30

地区自治振興会長とのWebテレビ会議による砺波市総合防災訓練の様子
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年
度
お
よ
び
令
和
元
年
度
に
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

を
有
す
る
地
区
の
自
主
防
災
会
や
要
支
援
者
を
対
象

と
し
た「
住
民
避
難
誘
導
訓
練
」を
行
い
、
移
動
経
路

や
手
段
の
確
保
と
早
め
の
避
難
の
重
要
性
に
対
す
る

住
民
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、「
避
難
行
動
要
支

援
者
個
別
支
援
計
画
」
の
作
成
促
進
と
支
援
体
制
の

確
立
を
図
っ
た
。

　

対
象
地
区
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
い
た

「
避
難
要
配
慮
者
緊
急
連
絡
網
」に
よ
り
、
避
難
指
示

を
促
し
な
が
ら
、
避
難
所
開
設
に
向
け
た
準
備
を
進

め
る
一
方
で
、
市
で
は
保
健
師
な
ど
の
職
員
が
同
乗

す
る「
避
難
バ
ス
」を
運
行
し
、
指
定
さ
れ
た
避
難
場

所
に
要
配
慮
者
な
ど
を
避
難
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
と

連
携
し
た
避
難
訓
練
に
よ
り
、
災
害
時
に
、
い
つ
・

誰
が
・
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
で
住
民
の
生

命
を
守
れ
る
の
か
、
を
確
認
し
た
。

　

折
し
も
、
訓
練
を
行
っ
た
平
成
30
年
お
よ
び
令
和

元
年
に
本
市
に
台
風
が
接
近
し
、
大
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
の
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、「
警
戒
レ
ベ
ル
３　

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
を
発
令
し
た
際

に
も
、
訓
練
と
同
様
の
対
応
を
と
り
迅
速
に
避
難
で

き
た
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
な
ど
に
よ
る
地
域

防
災
力
の
強
化
の
一
つ
の
成
果
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
９
月
６
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
・
７
、
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
北
海
道
胆い
ぶ
り振

東
部
地
震
に
お
い
て
、
本
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る

む
か
わ
町
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
本
市
か
ら
も

応
援
職
員
を
派
遣
し
た
。
被
災
地
で
の
活
動
経
験

か
ら
、
支
援
物
資
や
被
災
状
況
な
ど
の
確
認
の
ほ

か
、
要
配
慮
者
を
含
む
町
民
の
安
否
確
認
な
ど
、

日
頃
の
訓
練
ど
お
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
、
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
本
市
も
防
災
対

策
に
は
力
を
注
い
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
全
国
各
地
の
被
災
状
況
を
知
る
に
つ
け
、

改
め
て
防
災
対
策
に
は
限
り
が
な
い
も
の
と
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
全
国
の
被
災
地
で

の
教
訓
も
生
か
し
、
市
民
や
事
業
者
な
ど
か
ら
の

意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
市
の
防
災
に
ふ
さ

わ
し
い
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に

　

本
市
は
、
県
内
で
も
比
較
的
災
害
が
少
な
く
、
市

民
の
防
災
意
識
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
っ
た
が
、
平
成
29
年
に
策
定
し
た
本
市
の
総
合
計

画
で
は
、
今
後
、
５
カ
年
で
特
に
重
点
的
か
つ
優
先
的

に
実
施
す
べ
き
施
策
を「
10
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ︿
テ
ン
ウ
ェ
イ
ブ
、

10（
と
お
）の
波
…
と
な
み
﹀プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
称
し
て
、

10
の
中
心
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
や
事
業
推
進
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

近
年
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
地
区
内
に
お
け
る

顔
の
見
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
加
え
、

地
区
自
治
振
興
会
の
会
議
な
ど
に
市
職
員
を
「
自
治

振
興
会
連
携
推
進
員
（
地
域
ア
ン
テ
ナ
隊
）」
と
し
て

派
遣
し
、
地
域
情
報
の
収
集
と
行
政
情
報
発
信
を
図

る
な
ど
、
防
災
だ
け
に
限
ら
ず
、
日
頃
か
ら
地
域
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
市
民
と
行
政
が
一
緒
に

「
砺
波
市
の
将
来
」を
考
え
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
あ

り
、
こ
れ
ら
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
施
策
が
、
結
果

と
し
て
、
災
害
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
誘
導
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
市
は
、
地
域
と
課
題
や
情
報
な

ど
を
共
有
し
な
が
ら
、
協
議
・
解
決
し
て
い
く
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
住
み

よ
さ
や
幸
せ
を
実
感
し
、
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け

た
い「
選
ば
れ
る
ま
ち
砺
波
」を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

土砂災害を想定した避難バスによる避難訓練
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3寄稿

避
難
行
動
要
支
援
者
の

安
全
な
避
難
の
実
現
に
向
け
て

　
は
じ
め
に

取
り
組
み
を
行
う
に
至
っ
た
背
景
や
状
況
に
つ
い
て

　

品
川
区
は
、
東
京
湾
に
面
し
た
臨
海
部
と
山
の

手
に
連
な
る
台
地
か
ら
な
り
、
古
く
か
ら
交
通
・

交
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
、
考
古
学
発
祥
の
地
と

し
て
有
名
な
大
森
貝
塚
な
ど
、
歴
史
に
名
を
残
す

史
跡
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は

東
海
道
第
一
の
宿
と
し
て
に
ぎ
わ
い
、
明
治
時
代

に
入
っ
て
か
ら
は
、
京
浜
工
業
地
帯
発
祥
の
地
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
し
て
現
在
、
羽
田
空
港

の
国
際
化
や
、
品
川
駅
へ
の
新
幹
線
の
停
車
は
も

と
よ
り
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
乗
り
入
れ
な
ど
、

交
通
、
産
業
の
拠
点
と
し
て
さ
ら
に
重
要
な
役
割

を
担
お
う
と
し
て
い
る
。

　

本
区
で
は
、
令
和
２
年
４
月
に
、
区
の
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
た
歩
み
を
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
、
新
た
な
長
期
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
新
し

い
長
期
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
時
代
の
潮
流
や
区
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
と
と
も
に
、
品
川

区
基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
輝
く
笑
顔　

住
み
続
け
た

い
ま
ち　

し
な
が
わ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
区
政
運

営
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
の
政
策
の
柱
の
一
つ
と

し
て
「
区
民
を
災
害
か
ら
守
る
対
策
の
推
進
」
を
掲

げ
、
災
害
対
策
の
実
施
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の
円
滑

か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
内
容
と
し
て
、
平
成
18
年

度
か
ら「
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
」を
作
成
、
運
用
を

行
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
平
成
25
年
の
災
害
対
策
基

本
法
改
正
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
２
月
、
本
区
に
お

け
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
に
関
す
る
考
え
方

や
方
針
、
具
体
的
な
支
援
内
容
な
ど
を
ま
と
め
た

「
品
川
区
要
配
慮
者
支
援
全
体
計
画
」
を
策
定
し
た
。

同
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作

成
、
外
部
提
供
の
同
意
が
得
ら
れ
た
要
支
援
者
名
簿

に
つ
い
て
は
、
防
災
区
民
組
織（
町
会
・
自
治
会
）や

関
係
機
関
と
の
共
有
な
ど
を
行
い
、
避
難
行
動
要
支

援
者
を
支
援
す
る
体
制
の
構
築
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

令
和
３
年
５
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ

れ
、
避
難
行
動
要
支
援
者
ご
と
の
避
難
支
援
等
を
実

施
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
個
別
避
難
計
画
の
作
成

が
市
町
村
に
努
力
義
務
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
支
援
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
５
年
間
の
成
果

　

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
間
に
、
防

災
区
民
組
織
20
団
体
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
避
難
行
動

要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
た
。
取
り
組
み
内
容
と
し
て
は
、
防

災
区
民
組
織
が
主
体
と
な
っ
た
個
別
避
難
計
画
の
作

成
や
、
各
防
災
区
民
組
織
の
抱
え
る
課
題
や
地
域
特

性
を
踏
ま
え
た
避
難
誘
導
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
各
モ
デ
ル
団
体
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
た
め
、
数
多
く
の

成
果
が
得
ら
れ
た
。

成
果
①

　

モ
デ
ル
団
体
と
な
っ
た
防
災
区
民
組
織
と
多
く
の

意
見
を
交
わ
す
機
会
が
あ
り
、
各
防
災
区
民
組
織
に

品し
な
が
わ川

区
長（
東
京
都
）　

濱は
ま
の野

　
健

た
け
し
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お
け
る
要
支
援
者
支
援
お
よ
び
地
域
防
災
活
動
に
関

す
る
区
民
の
声
を
聴
き
、
地
域
の
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
、
モ
デ
ル
団
体
と
し
て
選
定
し
た
多
く
の
防

災
区
民
組
織
で
は
、
役
員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

災
害
時
に
お
け
る
対
応
に
関
す
る
不
安
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も

各
防
災
区
民
組
織
が
可
能
な
対
応
を
検
討
し
、
前
向

き
に
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
防

災
区
民
組
織
と
い
う
地
域
の
防
災
対
応
の
中
心
を
担

う
組
織
の
ほ
か
に
も
、「
民
生
委
員
」「
福
祉
専
門
職

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）」「
隣
近
所
の

住
民
」「
中
高
生
な
ど
の
学
生
」
な
ど
、
防
災
区
民
組

織
と
協
力
し
て
地
域
防
災
力
の
向
上
を
担
う
人
材

（
地
域
資
源
）が
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

成
果
②

　

各
モ
デ
ル
団
体
が
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
各

工
程
に
お
け
る
取
り
組
み
の
具
体
的
な
手
順
や
留
意

す
べ
き
事
項
、
防
災
区
民
組
織
の
特
長
に
応
じ
て
内

容
変
更
す
べ
き
事
項
、
防
災
区
民
組
織
の
実
情
に
応

じ
た
負
担
の
少
な
い
取
り
組
み
の
選
択
な
ど
、
多
く

の
教
訓
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

成
果
③

　

災
害
時
に
お
け
る
個
別
避
難
計
画
の
活
用
を
視
野

に
入
れ
た
訓
練（
避
難
誘
導
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）を
実

施
し
て
い
る
。
訓
練
時
に
は
、
具
体
的
な
要
支
援
者

支
援
の
方
法
を
含
め
て
、
議
論
、
訓
練
を
行
っ
て
お

り
、
各
防
災
区
民
組
織
に
お
い
て
災
害
対
応
の
検
証

が
行
わ
れ
た
。

　

訓
練
の
中
心
は
、
要
支
援
者
支
援
に
か
か
る
内
容

と
し
て
い
た
が
、
要
支
援
者
支
援
を
遂
行
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
他
の
災
害
対
応
を
含
め
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
、
多
く
の
防
災
区
民
組
織
か
ら
多
様
な
意
見

が
得
ら
れ
た
。
避
難
所
運
営
な
ど
の
関
係
、
要
支
援

者
だ
け
で
は
な
く
防
災
区
民
組
織
員
全
員
を
対
象
と

し
た
安
否
確
認
、
防
災
区
民
組
織
の
組
織
体
制
の
変

更
、
防
災
区
民
組
織
の
災
害
対
応
全
般
に
か
か
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
見
直
し
な
ど
、
要
支
援
者
支
援

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
防
災
区
民
組
織
の
防
災
力
を

向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

成
果
④

　

要
支
援
者
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
手
順
・

事
例
な
ど
に
つ
い
て
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支

援
体
制
づ
く
り
の
手
引
き
」
と
し
て
見
え
る
化
し
、

今
後
の
区
全
域
へ
の
展
開
に
活
用
可
能
な
支
援
ツ
ー

ル
が
作
成
で
き
た
。

　
防
災
区
民
組
織
と
福
祉
関
係
者
と
の
連
携
な
ど

令
和
３
年
度
か
ら
の
事
業
に
つ
い
て

　

本
区
は
こ
れ
ま
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
避
難
行
動

要
支
援
者
を
防
災
区
民
組
織
に
よ
る「
共
助
」で
支
援

す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。
し
か

し
、
要
介
護
者
な
ど
避
難
の
際
に
専
門
性
が
高
い
支

援
が
必
要
な
方
は
、
福
祉
関
係
者
と
の
連
携
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
部
分
の
連
携
が
不
足
し
て

い
る
点
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
拡
充
し
、
課
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
令
和
３
年
度
よ
り
、
防
災
区
民
組
織
と
福
祉
関

係
者
と
の
連
携
体
制
を
強
化
し
、
避
難
行
動
要
支
援

者
へ
の
支
援
の
実
効
性
を
向
上
す
る
た
め
の
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
す
る
。

　

事
業
内
容
と
し
て
は
、
モ
デ
ル
と
な
る
町
会
を
選

定
し
、
防
災
区
民
組
織
、
福
祉
関
係
者
お
よ
び
区
職

員
を
参
加
者
と
し
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
を
支
援

す
る
た
め
の
連
携
に
関
す
る
検
討
会
を
実
施
す
る
。

同
検
討
会
に
よ
り
、
双
方
の
支
援
に
関
す
る
現
状
と

課
題
、
ど
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
で
連
携
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
か
確
認
し
、
災
害
時
に
円
滑
に
避
難
行
動

支
援
が
行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

防災区民組織が主体となった個別避難計画の作成会
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そ
の
後
、
検
討
会
で
検
討
し
た
内
容
に
基
づ
き
、

避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
す
る
。
実
際
に
、
防
災
区
民

組
織
と
福
祉
関
係
者
が
連
携
し
た
要
支
援
者
支
援
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
連
携
方
法
や
問
題
点
の
確
認
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
終
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
成
果
を
と
り
ま

と
め
、
防
災
区
民
組
織
と
福
祉
関
係
者
の
連
携
要
領

を
他
の
防
災
区
民
組
織
な
ど
へ
拡
充
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
や
ご
家
族
向

け
に
、
平
時
か
ら
の
留
意
点
な
ど
を
ま
と
め
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
自
助
の
促
進
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
避
難
支
援
等
関
係
者
で
あ
る
防
災
区

民
組
織
な
ど
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
区
防
災
課
と
防
災
区
民
組
織

中
心
で
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
に
加
え
、
区
の
福

祉
部
門
を
主
体
と
し
た
「
災
害
時
対
応
等
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

な
が
ら
、
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
よ
る
要
介
護
者
な
ど
の
避
難
行
動
に
か
か
る
、

個
別
避
難
計
画
の
作
成
手
法
な
ど
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
は
、
障
害
分

野
や
生
活
福
祉
分
野
へ
の
展
開
を
図
る
た
め
、
情

報
手
順
の
共
有
化
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
・
運
営
方
法
や
備
蓄

物
資
の
見
直
し
に
加
え
、
避
難
後
の
生
活
支
援
も

視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
お
わ
り
に

　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す

る
取
組
指
針
」
の
改
定
を
受
け
、
今
後
、
本
区
と
し

て
も「
品
川
区
要
配
慮
者
支
援
全
体
計
画
」の
改
定
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
成
果
や
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
本
区
の
組
織
内
に
お
け
る
実
施
体
制
と
し

て
、
防
災
部
門
、
福
祉
部
門
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
を
強
化
し
、
要
支
援
者
に
対
す
る
避
難
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
前

述
の
防
災
区
民
組
織
と
福
祉
関
係
者
と
の
連
携
強
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
時
対
応
等
検
討
委
員

会
で
の
検
討
の
中
で
、
避
難
行
動
要
支
援
者
を
区
・

防
災
区
民
組
織
・
福
祉
関
係
者
な
ど
の
地
域
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
。

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
支
援
に

か
か
る
全
て
の
人
が
協
力
し
、
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の
理
念
に
基

づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
っ
て
行
動
し
、
要

支
援
者
を
支
援
す
る
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
災
害
時
に
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
避
難
支
援
体
制
の
実
現
を
目
指

し
こ
れ
か
ら
も
各
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

避難誘導ワークショップ

避難行動要支援者の支援体制づくりの手引き
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災
害
時
に
地
域
の
み
ん
な
で

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

　
は
じ
め
に

　

高
知
市
は
、
四
国
南
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

北
に
急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
な
四
国
山
地
を
背
負
い
、
こ
こ
に
源
を
発

す
る
鏡
川
の
下
流
域
を
中
心
に
都
市
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
南
は
浦
戸
湾
を
経
て
土
佐
湾
に
面
し
、
東
西

に
広
が
る
海
岸
線
か
ら
黒
潮
が
流
れ
る
雄
大
な
太
平

洋
を
一
望
で
き
る
地
理
的
条
件
に
あ
る
。

　

中
央
の
平
野
部
は
、
鏡
川
や
国
分
川
な
ど
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で
、
標
高
が
低
く
、
河
川

付
近
に
は
約
７
㎢
に
わ
た
っ
て
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
過
去
に
幾
多
の

水
害
を
経
験
し
て
き
た
。
年
間
を
通
じ
て
降
水
量
も

多
く
、
特
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
台
風
の
進
路
に

当
た
る
こ
と
か
ら
、
年
に
よ
っ
て
は
３
０
０
０
㎜
を

超
す
世
界
的
に
も
有
数
の
降
水
量
が
あ
る
。
ま
た
、

今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
が
70
〜
80
％
程
度
と
い

わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定
も
大
き
く
、

風
水
害
・
地
震
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
備
え
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
背
景
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
平
成
26
年
12
月
に
「
高
知
市
避
難
行

動
要
支
援
者
の
避
難
支
援
プ
ラ
ン
（
全
体
計
画
）」
を

策
定
し
、
災
害
時
に
避
難
支
援
を
要
す
る
方
々
の
命

を
守
る
た
め
の
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
活
用

し
た
避
難
行
動
に
か
か
る
支
援
体
制
や
そ
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
、
個

別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
、
要
支
援
者
本
人
、
家
族
お
よ
び
避
難
支

援
等
関
係
者
の
具
体
的
な
話
し
合
い
を
通
じ
、
個
々

に
進
め
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
た

が
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
に
つ
れ
て
、
個
別
避

難
計
画
の
作
成
に
取
り
組
む
地
域
住
民
か
ら
「
障
害

や
疾
病
に
関
す
る
知
識
が
な
く
、
要
支
援
者
の
支
援

に
不
安
が
あ
る
」「
要
支
援
者
の
身
体
状
況
の
変
化
が

大
き
く
、
対
応
が
負
担
で
あ
る
」
な
ど
の
声
が
多
く

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
べ
く
、
令
和
元
年
度

に
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て

検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
個
別

避
難
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
、
日
頃
か
ら
要
支
援
者

と
つ
な
が
り
の
あ
る
庁
内
関
係
各
課
お
よ
び
福
祉
専

門
職
な
ど
の
協
力
を
得
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
介
護
・
障
害
福
祉
事
業
所
な
ど
に
、

要
支
援
者
に
対
し
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
制

度
の
周
知
お
よ
び
同
意
確
認
書
の
提
出
に
つ
い
て
の

助
言
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
介
護
・
障
害

福
祉
事
業
所
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
専
門
職
の
方

は
、
日
頃
か
ら
要
支
援
者
と
関
わ
る
こ
と
で
良
好
な

関
係
を
築
い
て
い
る
た
め
、
制
度
内
容
な
ど
に
つ
い

て
福
祉
専
門
職
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
名
簿
情
報
の
提
供
へ
の
同
意
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
が
狙
い
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
も
、

介
護
・
障
害
福
祉
事
業
所
な
ど
に
専
門
職
の
知
見
か

ら
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
介
護
・
障
害
福

祉
事
業
所
側
は
、
要
支
援
者
と
地
域
の
関
わ
り
を
把

握
し
日
頃
の
見
守
り
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
避
難
行
動

要
支
援
者
対
策
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
要
支
援
者
の

平
常
時
お
よ
び
災
害
時
の
支
援
体
制
を
築
き
上
げ
る

こ
と
を
目
指
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
に
は
、
ハ
ザ
ー
ド
の
状
況

か
ら
個
別
避
難
計
画
の
作
成
の
優
先
度
が
高
い
と
想

定
さ
れ
る
沿
岸
部
５
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
選

定
し
、
高
知
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
行
政
・
地
域
住
民
・

福
祉
専
門
職
が
連
携
し
て
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策

事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

高こ
う
ち知

市
長（
高
知
県
）　

岡お
か
ざ
き﨑
誠せ

い
や也
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モ
デ
ル
地
区
事
業

　

モ
デ
ル
地
区
で
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
事
業
に

取
り
組
む
に
当
た
っ
て
、
取
り
組
み
の
内
容
や
進
め

方
に
つ
い
て
、
市
よ
り
地
域
住
民
に
説
明
を
行
っ

た
。
特
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
情
報
を
活

用
し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と

や
、
個
別
避
難
計
画
を
作
成
す
る
必
要
性
と
計
画
作

成
を
契
機
と
し
て
、
地
域
全
体
で
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
こ
と
を
重
点
的
に
説
明

し
た
。
結
果
、
最
初
は
個
別
避
難
計
画
作
成
の
有
用

性
に
つ
い
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
地
区
で
も
、
最
終
的

に
は
理
解
が
得
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
要
支
援
者
と
地
域
と
の
関
係
性
を
可
視
化

す
る
た
め
、「
防
災
＆
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」の
作
成
に

も
力
を
入
れ
た
。「
防
災
＆
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
は
、

地
域
内
の
避
難
行
動
要
支
援
者
も
し
く
は
「
避
難
行

動
要
支
援
者
の
要
件
に
は
該
当
し
な
い
が
気
に
な
る

人
」
を
、
地
域
全
体
を
印
刷
し
た
地
図
上
に
シ
ー
ル

な
ど
で
マ
ー
ク
し
、
そ
れ
ら
の
人
と「
関
わ
る
人
」を

線
で
結
ぶ
こ
と
で
地
域
の
状
況
を
可
視
化
し
、
住
民

の
つ
な
が
り
や
防
災
・
福
祉
な
ど
の
地
域
課
題
を
参

加
者
全
員
で
共
有
す
る
手
法
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
地
域
と
高
知
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
地
域
福
祉
推
進
の
視
点
か
ら
「
支

え
合
い
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、
地
域
福
祉
の
実
態
を
可

視
化
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
防
災
の
視
点
を
盛
り
込

み
、
災
害
時
の
支
援
と
平
常
時
の
支
援
を
同
時
に
検

討
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
災
害
時
に
要
支
援
者
の
支

援
を
行
う
た
め
に
は
平
常
時
の
関
係
性
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
契
機
と
し
て

地
域
の
関
係
性
を
深
め
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
の
地
区
で
も
、
こ
の
「
防
災
＆
支
え
合
い

マ
ッ
プ
」
づ
く
り
で
は
活
発
に
地
域
の
情
報
が
出
さ

れ
、
要
支
援
者
の
つ
な
が
り
や
、
区
画
に
お
け
る
若

年
齢
層
や
高
年
齢
層
の
集
中
度
、
住
民
に
よ
る
地
域

資
源
や
近
隣
の
把
握
状
況
な
ど
が
可
視
化
さ
れ
た
。

要
支
援
者
の
関
係
者
の
把
握
か
ら
始
ま
り
、
孤
立
し

て
い
る
方
の
存
在
や
、
避
難
路
整
備
の
必
要
性
、
地

域
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
地
域
活
動
や
サ
ロ
ン
場

所
な
ど
が
明
確
に
な
る
と
、
地
域
住
民
か
ら
も
課
題

解
決
方
法
や
地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
積
極
的
に

意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
防
災
・
福
祉
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
先
の
地
域
が

ど
の
よ
う
に「
助
け
合
い
」を
作
っ
て
い
く
か
、
住
民

同
士
で
考
え
て
い
く
た
め
の
良
い
材
料
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
防
災
＆
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」づ
く
り
に
は

高
知
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
参
加
し
た
た
め
、
地
域
住
民
で
つ
な

が
り
を
把
握
し
て
い
な
い
要
支
援
者
に
対
す
る
最
初

の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
や
、
実
際
に
支
援
が
必
要
だ
と

感
じ
た
場
合
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
方
法
に
つ

い
て
も
話
し
合
わ
れ
、
地
域
住
民
が
、
防
災
の
意
識

だ
け
で
な
く
、
福
祉
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　
「
防
災
＆
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」づ
く
り
で
要
支
援
者

を
取
り
巻
く
状
況
が
明
確
に
な
る
と
、
そ
の
情
報
を

基
に
地
域
住
民
・
福
祉
専
門
職
・
行
政
が
協
力
し
て

各
要
支
援
者
に
個
別
訪
問
を
行
い
、
個
別
避
難
計
画

を
作
成
し
た
。
５
地
区
に
お
け
る
令
和
３
年
４
月
時

点
の
個
別
避
難
計
画
作
成
者
数
は
、
春
野
甲こ
う
ど
の殿
地
区

で
同
意
者
数
60
人
中
59
人（
約
98
％
）、
長
浜
御み

ま

せ
畳
瀬

地
区
で
92
人
中
84
人（
約
91
％
）、
三
里
種
崎
４
区
地

区
で
34
人
中
31
人（
約
91
％
）、
三
里
十
津
深
浦
地
区

で
38
人
中
37
人（
約
97
％
）、
横
浜
安
ヶ
谷
地
区
で
27

人
中
21
人（
約
78
％
）と
な
っ
て
お
り
、
目
に
見
え
る

形
で
取
り
組
み
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
。

　
個
別
訪
問
に
お
け
る
工
夫

　

モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ
れ
た
地
区
は
、
日
頃
か
ら

地
域
住
民
の
つ
な
が
り
が
あ
る
地
区
が
多
く
、
個
別

避
難
計
画
作
成
の
た
め
要
支
援
者
を
訪
問
し
た
際

も
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

「防災＆支え合いマップ」づくりの様子
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顔
見
知
り
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
個
別
避
難
計
画
作

成
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
に
要

支
援
者
側
も
抵
抗
が
少
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
個
別
避

難
計
画
作
成
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
に
活

動
に
参
加
し
た
住
民
か
ら
は
「
日
頃
か
ら
の
交
流
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
だ
」
と
の
意
見
も
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
内
に
お
け
る
平
常
時
か
ら
の

関
係
づ
く
り
の
重
要
性
を
実
感
し
た
。

　

訪
問
に
当
た
っ
て
は
、
要
支
援
者
の
不
安
を
和
ら

げ
る
た
め
に
地
区
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
実
施

し
た
。
例
え
ば
、
名
札
を
作
成
し
、
訪
問
者
の
立
場

が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
地
区
や
、
訪
問
前
に

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
個
別
訪
問
が
行
わ
れ
る
と
い
う

情
報
を
周
知
し
た
地
区
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
男
女
の

ペ
ア
で
訪
問
す
る
こ
と
と
し
た
地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
視
点
で
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
要

支
援
者
の
情
報
を
効
率
的
に
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　

あ
る
地
区
で
は
、
個
別
訪
問
を
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
高
知
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
が
、
住

民
と
ペ
ア
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
地
域
住
民
が
見
逃

し
て
し
ま
う
家
の
様
子
や
住
民
の
反
応
な
ど
に
つ
い

て
、
福
祉
専
門
職
か
ら
の
気
付
き
を
得
る
こ
と
を
期

待
し
た
た
め
で
あ
る
。
実
際
に
訪
問
の
際
、
要
支
援

者
の
反
応
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
認

知
症
の
初
期
症
状
に
気
付
き
、
今
後
の
見
守
り
に
つ

な
げ
た
事
例
も
あ
っ
た
。
地
域
住
民
か
ら
も
、
訪
問

を
経
験
し
て
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
気
を
配
れ
ば
良

い
の
か
知
っ
て
お
き
た
い
と
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
、

地
域
で
の
認
知
症
対
応
講
座
の
実
施
な
ど
が
検
討
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
あ
る
要
支
援
者
は
地
域
か
ら
孤
立
し
て
お

り
、
住
民
に
よ
る
訪
問
は
難
し
い
と
し
て
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
に
課
題
が
あ
っ
た
が
、
要
支
援
者
が
利
用
し

て
い
る
介
護
・
障
害
福
祉
事
業
所
か
ら
助
言
を
受
け
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
地
域
住
民
と
共

に
訪
問
し
た
。
結
果
と
し
て
個
別
訪
問
の
際
に
要
支

援
者
と
地
域
住
民
の
方
に
共
通
の
趣
味
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、
今
後
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
約
束
す

る
な
ど
、
地
域
住
民
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
要
支
援
者
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
近
隣
の
散
歩
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
散
歩
コ
ー

ス
を
災
害
時
の
避
難
経
路
を
含
む
ル
ー
ト
に
変
更
す

る
な
ど
防
災
へ
の
意
識
を
日
常
生
活
に
組
み
込
む
こ

と
が
で
き
、
福
祉
と
防
災
の
連
携
が
非
常
に
う
ま
く

作
用
し
た
事
例
と
な
っ
た
。

　
今
後
の
課
題

　

今
回
の
モ
デ
ル
地
区
５
地
区
は
以
前
か
ら
地
域
内

の
つ
な
が
り（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）が
あ
り
、
要
支
援
者

を
把
握
し
て
い
る
方
が
多
か
っ
た
こ
と
が
個
別
避
難

計
画
策
定
率
が
高
い
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
高
知
市
中
心
部
な
ど
の
都
市
部
で
は
同
程
度
の

地
域
内
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
同
じ
よ

う
に
取
り
組
み
を
進
め
た
と
し
て
同
じ
よ
う
な
結
果

が
出
る
か
は
懸
念
が
あ
る
。

　

隣
近
所
に
誰
が
居
住
し
て
い
る
か
も
知
ら
な
い
と

い
う
地
域
の
場
合
、
鍵
に
な
る
の
は
や
は
り
福
祉
専

門
職
で
あ
る
。
モ
デ
ル
地
区
で
は
、
要
支
援
者
に
つ

い
て
地
域
住
民
と
福
祉
専
門
職
の
ど
ち
ら
も
深
い
関

わ
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
都
市
部
に

な
る
に
つ
れ
て
関
係
性
の
比
重
は
福
祉
専
門
職
に
傾

く
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
よ
り
、
市
町
村
に
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
努
力

義
務
化
さ
れ
た
た
め
、
作
成
の
優
先
度
な
ど
を
考
慮

し
た
結
果
、
福
祉
専
門
職
や
医
療
関
係
者
な
ど
に
関

与
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
こ
れ

ま
で
よ
り
多
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
今
後
の

取
り
組
み
で
は
、
モ
デ
ル
地
区
以
上
の
連
携
体
制
が

求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
築
い
た
防
災
と
福
祉
の

連
携
体
制
を
礎
に
、
災
害
時
の
み
な
ら
ず
平
常
時
か

ら
、
要
支
援
者
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
地

域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

要支援者防災訓練の様子
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大
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
、
防
災
か
ら
減
災
に
転

換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
減
災
で

は
、
時
間
の
足
し
算
と
し
て
の「
減
災
サ
イ
ク
ル
」を

視
野
に
置
き
、
直
後
の
応
急
対
応
だ
け
で
な
く
、
事

前
の
予
防
対
応
や
事
後
の
復
興
対
応
に
も
力
を
入
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
と
り
わ
け
、
事

前
に
事
後
の
復
興
を
図
る
と
い
う「
事
前
復
興
」の
取

り
組
み
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

事
前
復
興
の
必
要
性

　

事
前
復
興
と
は
、
災
害
後
の
復
興
が
効
果
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
復
興
の
準
備
を
災
害
前
か
ら

進
め
る
こ
と
を
い
う
。
巨
大
災
害
あ
る
い
は
複
合

災
害
の
時
代
を
迎
え
、
被
害
が
大
規
模
化
し
復
興

が
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
災
害

関
連
死
」や「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
」に
代
表
さ
れ
る

間
接
被
害
が
、
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

　

間
接
被
害
増
大
の
背
景
に
、
復
興
の
態
勢
が
整
っ

て
い
な
い
、
復
興
の
資
源
が
足
り
な
い
、
復
興
の

対
応
が
後
手
に
回
る
と
い
っ
た
「
復
興
の
弱
さ
」
が

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
復
興
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
。
間
接
被
害
が
直
接
被
害
を
上
回
る
状
況
に
あ
っ

て
は
、
直
接
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
事
前
予
防

の
取
り
組
み
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
、
間
接

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
事
前
復
興
の
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
い
え
る
。

　

こ
の
事
前
復
興
の
必
要
性
と
方
向
性
を
認
識
す
る

上
で
は
、
復
興
の
長
期
化
を
念
頭
に
置
い
た
間
接
被

害
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、
復
興
対
応
の

ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
復
興
対
応
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
避
難
生
活
や
仮
設
暮
ら
し
が
長
期
化
す

る
こ
と
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
、
地
域
経
済
が
衰
退
し
人

口
流
出
が
進
展
す
る
こ
と
の
ダ
メ
ー
ジ
、
被
災
者
へ

の
ケ
ア
が
欠
け
心
理
的
ス
ト
レ
ス
が
増
大
す
る
こ
と

の
ダ
メ
ー
ジ
な
ど
、
社
会
経
済
的
な
被
害
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
想
像
力
で
間
接

被
害
の
全
体
像
を
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

復
興
事
前
準
備
の
５
要
素

　

災
害
対
応
で
は
、
そ
の
対
応
に
必
要
な
「
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
、
仕
組
み
」
の
５
要
素
を
、
事

前
に
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
災
害

対
応
の
一
翼
を
担
う
復
興
対
応
に
お
い
て
も
、
そ

の
５
要
素
は
欠
か
せ
な
い
。

　

第
１
要
素
の
「
ヒ
ト
」
で
は
、
復
興
計
画
の
策
定

を
図
る
人
材
や
復
興
事
業
を
推
進
す
る
人
材
の
確

保
が
、
ま
ず
求
め
ら
れ
る
。
復
興
計
画
の
策
定
委

員
を
事
前
に
決
め
て
お
き
、
災
害
発
生
と
同
時
に

策
定
委
員
の
招
集
を
か
け
て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

復
興
計
画
の
策
定
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
推
奨
さ

れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
復
興
の
中
心
的
な
担
い
手
は

被
災
者
自
身
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
復
興
の

専
門
家
を
確
保
す
る
以
前
に
、
復
興
の
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
持
っ
た
市
民
を
育
て
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
市
民
に
対
す
る
事
前
の
復
興
教
育
を
お
ろ

そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

第
２
要
素
の「
モ
ノ
」で
は
、
復
興
に
必
要
な
装
備

や
資
材
の
事
前
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。
仮
設
住
宅
を

建
設
す
る
に
は
、
用
地
が
必
要
だ
し
資
材
も
必
要
で

あ
る
。
仮
設
用
地
を
事
前
に
リ
ザ
ー
ブ
し
て
お
く
こ

と
、
仮
設
資
材
を
事
前
に
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
数
万
棟
の

「
事
前
復
興
」
と
自
治
体
の
課
題
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仮
設
住
宅
を
早
期
に
建
設
す
る
と
な
る
と
、
ス
ト
ッ

ク
し
て
お
い
た
資
材
だ
け
で
は
足
り
な
く
な
る
。
そ

の
不
足
分
を
被
災
地
外
か
ら
補ほ
て
ん填

す
る
算
段
が
必
要

と
な
る
。
ス
ト
ッ
ク
と
フ
ロ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
資

源
確
保
の
シ
ス
テ
ム
が
い
る
。
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

と
い
っ
た
移
動
型
仮
設
の
確
保
も
必
要
だ
し
、
プ
レ

カ
ッ
ト
さ
れ
た
仮
設
用
木
材
の
広
域
調
達
も
必
要
と

な
る
。

　

第
３
要
素
の「
カ
ネ
」で
は
、
復
興
を
金
銭
面
か
ら

支
え
る
財
源
の
事
前
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
中
越
地
震
の
復
興
で
は
、
被
災
地
の

自
治
体
が
自
由
に
使
え
る
復
興
基
金
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。
宗
教
施
設
の
修
復
や
半
壊
住
宅
の
修

復
再
建
と
い
っ
た
支
援
制
度
の
枠
か
ら
外
れ
た
事
業

を
進
め
る
上
で
、
復
興
基
金
は
欠
か
せ
な
い
。
と
こ

ろ
で
、
国
家
財
政
が
ひ
っ
迫
す
る
状
況
で
大
規
模
な

災
害
が
起
き
る
と
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
に
多
く
を

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
不
測

の
事
態
に
備
え
て
の
保
険
加
入
や
基
金
の
積
み
立
て

が
欠
か
せ
な
い
。

　

兵
庫
県
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
に
学

ん
で
、
義
援
金
の
前
払
い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
住

宅
再
建
共
済
制
度
」
を
整
備
し
て
い
る
。
自
助
と
し

て
の
民
間
保
険
加
入
、
公
助
と
し
て
の
住
宅
再
建
助

成
に
加
え
て
、
共
助
と
し
て
の
再
建
共
済
制
度
が
３

本
柱
の
形
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
国
か
ら
の
支

援
金
頼
み
の
体
質
を
改
善
す
る
上
で
、
こ
の
救
済
制

度
は
参
考
に
な
る
。

　

第
４
要
素
の「
情
報
」で
は
、
復
興
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

事
前
に
獲
得
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
獲
得
で
は
、
内
外
の
災
害
復
興
の
事
例
に

学
ぶ
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
学
ぶ
べ
き
事
例
は
、
山

の
よ
う
に
あ
る
。
誌
面
の
関
係
で
そ
の
全
て
を
紹
介

で
き
な
い
が
、
一
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
１
６
６
６

年
の
ロ
ン
ド
ン
大
火
で
は
、
被
災
地
ロ
ン
ド
ン
以
外

で
の
建
設
活
動
を
７
年
間
禁
止
す
る
措
置
が
取
ら
れ

て
い
る
。
建
設
資
材
や
建
設
作
業
員
を
被
災
地
ロ
ン

ド
ン
に
集
め
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
住
宅
再

建
が
ほ
ぼ
２
年
で
完
了
し
て
い
る
。

復
興
計
画
と
復
興
法
制

　

第
５
要
素
の「
仕
組
み
」で
は
、
復
興
の
推
進
に
欠

か
せ
な
い
復
興
計
画
と
復
興
法
制
の
事
前
整
備
が
必

要
に
な
る
。
復
興
計
画
の
策
定
に
災
害
後
に
取
り
掛

か
る
と
、
時
間
的
余
裕
も
精
神
的
余
裕
も
な
い
た
め

に
不
十
分
な
も
の
し
か
で
き
ず
、
復
興
が
大
幅
に
遅

れ
る
と
と
も
に
、
復
興
の
弊
害
を
招
い
て
し
ま
う
。

そ
の
失
敗
を
招
か
な
い
た
め
に
は
、
大
規
模
災
害
を

想
定
し
た
復
興
計
画
を
あ
ら
か
じ
め
策
定
し
て
お
く

こ
と
で
あ
る
。
事
前
だ
と
、
合
意
形
成
に
時
間
が
掛

け
ら
れ
る
し
、
大
所
高
所
か
ら
の
検
討
も
総
合
的
に

で
き
る
。
復
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
事
前
に
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
理
想
に
向
か
っ
て
事
後
の
復
興
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

計
画
以
上
に
事
前
の
検
討
や
整
備
が
必
要
な
の

は
、
法
制
度
で
あ
る
。
法
制
度
は
、
過
去
の
災
害
を

念
頭
に
置
い
て
作
ら
れ
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
後
追

い
的
に
な
る
。
災
害
の
進
化
や
不
測
の
事
態
に
対
応

で
き
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
法
に
縛
ら
れ
て
復

興
が
進
ま
な
い
と
い
う
事
態
が
随
所
に
起
き
て
し
ま

う
。
災
害
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
現
代
に
お
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
社
会
経
済
的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
、
そ
れ
を
基
に
法
制
を
先
取
り
的
に
構

築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
地
球
環
境
問
題
の
視

点
か
ら
修
理
や
修
復
を
軸
に
復
興
を
進
め
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
見
合
っ
た

法
制
を
作
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
災
害
法
制
の

進
化
が
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
な
い
。

Risk Management

室﨑益輝（むろさき よしてる）
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修了。神戸大学都市安全研究センター教授、独立行政法人消防研究所
理事長、消防庁消防研究センター所長、関西学院大学教授、ひょうご震
災記念21世紀研究機構副理事長を経て、2017年より兵庫県立大学大
学院減災復興政策研究科長、神戸大学名誉教授。日本火災学会会長、
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防災・安全』（鹿島出版会）、『大震災以後』（岩波書店）など。
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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第50回

自
治
体
病
院
と
国
保
直
診
施
設 

（
病
院
・
診
療
所
）の
違
い

　

自
治
体
病
院
を
設
置
し
て
い
る
自
治
体
関
係
者

も
理
解
し
て
い
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
の
が
、「
国

民
健
康
保
険
診
療
施
設（
以
下「
国
保
直
診
施
設
」）」

と
い
う
制
度
で
あ
る
。
○
○
国
保
病
院
・
×
×
国
保

診
療
所
と
い
う
名
称
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
知
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
自
治
体
病
院
と
の
違
い
を
理
解

し
て
い
る
人
は
多
く
な
い
。

　

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
は
、
住
民
の
福
祉
を

増
進
す
る
目
的
で
「
公
の
施
設
」
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
住
民
の
健
康

を
守
る
た
め
の
公
の
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の

が
、
自
治
体
病
院
で
あ
る
。
公
の
施
設
と
し
て
の

病
院
ま
た
は
診
療
所
の
設
置
条
例
を
定
め
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。

　

国
保
直
診
施
設
は
、
国
民
健
康
保
険
法
第
82
条

に
基
づ
き
、
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
事
業

の
一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
た
病
院
・
診
療
所
で
あ

る
。
国
民
健
康
保
険
条
例
に
お
い
て
、
保
健
事
業

の
一
環
と
し
て
病
院
ま
た
は
診
療
所
の
設
置
を
規

定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
病
院
・

診
療
所
は
、「
公
の
施
設
」と「
国
民
健
康
保
険
事
業
」

の
二
つ
の
法
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

国
保
直
診
施
設
の
歴
史

　

国
保
直
診
施
設
の
歴
史
は
古
い
。昭
和
13（
１
９
３
８
）

年
に
旧
国
民
健
康
保
険
法
が
帝
国
議
会
で
可
決
、
施

行
さ
れ
る
。
当
時
の
国
民
健
康
保
険
制
度
は「
地
域
」

を
対
象
に
、
医
療
に
関
し
て
相
互
扶
助
を
目
指
そ

う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
世
界
を
見
て
も
例
の
な

い
挑
戦
的
な
制
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
保
制

度
が
導
入
さ
れ
て
も
、
地
域
に
医
療
機
関
が
な
い
、

あ
っ
て
も
国
保
の
診
療
単
価
が
低
く
、
診
療
契
約

に
地
域
の
医
療
機
関
が
応
じ
な
い
地
域
が
存
在
し

た
。
医
療
を
提
供
で
き
る
医
療
機
関
が
な
け
れ
ば

制
度
の
意
味
が
な
い
た
め
、
国
保
制
度
を
実
効
性

あ
ら
し
め
る
た
め
、
自
ら
医
療
機
関
を
設
置
す
る

地
域
が
相
次
い
だ
。

　

さ
ら
に
、
戦
後
は
荒
廃
す
る
地
域
に
お
い
て
、

医
療
を
提
供
し
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
支
え
る

た
め
に
国
保
直
診
病
院
・
診
療
所
が
数
多
く
設
置

さ
れ
た
。
現
在
の
市
町
村
立
病
院
は
、
昭
和
20
年

代
か
ら
30
年
代
前
半
に
国
保
直
診
施
設
と
し
て
設

立
さ
れ
た
も
の
が
非
常
に
多
い
。

　

国
保
直
診
病
院
や
診
療
所
は
、
歴
史
的
な
経
緯

も
あ
っ
て
、
そ
の
多
く
が
交
通
の
条
件
の
悪
い
地

方
に
立
地
し
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
の
運
営
す

る
医
療
機
関
と
い
う
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
医
療

費
の
か
か
ら
な
い
効
率
的
な
医
療
を
行
う
こ
と
を

使
命
と
し
て
き
た
。
実
際
、
国
保
直
診
施
設
の
あ

る
自
治
体
の
医
療
費
は
安
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

る
。
現
在
、
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
医
療

と
介
護
の
連
携
」や「
地
域
包
括
ケ
ア
」は
、
国
保
直

診
施
設
の
医
療
や
介
護
問
題
の
解
決
の
試
み
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

国
保
直
診
施
設
の
メ
リ
ッ
ト

　

国
保
直
診
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
国
（
厚
生

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設（
国
保
直
診
施
設
）

に
つ
い
て
考
え
る

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸
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地域医療再生への道

労
働
省
）
に
よ
る
国
保
直
診
の
運
営
や
事
業
活
動
に

対
し
て
の
助
成
制
度
が
あ
る
。
図
表
１
は
国
保
直
診

の
運
営
、
事
業
活
動
に
対
す
る
助
成
制
度
で
あ
る
。

「
①
保
健
事
業
に
対
す
る
助
成
」「
②
国
保
直
診
施
設

（
建
物
・
医
療
機
械
等
）
の
整
備
に
対
す
る
助
成
」
な

ど
に
対
し
て
助
成
が
メ
ニ
ュ
ー
化
さ
れ
て
い
る
。

　
「
①
保
健
事
業
に
対
す
る
助
成
」
に
お
い
て
、
図

表
２
の
よ
う
に
、
国
保
直
診
が
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
を
対
象
と
し
て
行
う
事
業
の
経
費
で
あ
っ

て
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
直
診
勘
定
に
お
い

て
支
出
す
る
経
費
に
対
し
て
助
成
が
な
さ
れ
て
い

る
。
助
成
限
度
額
は
、
国
保
診
療
所
３
０
０
万
円
、

国
保
病
院
（
病
床
１
０
０
床
未
満
）
４
０
０
万
円
、

国
保
病
院
（
病
床
１
０
０
床
以
上
）
５
０
０
万
円
で

あ
り
、
さ
ら
に
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、

助
成
限
度
額
に
加
算
が
あ
る
。
当
然
、
総
務
省
の

自
治
体
病
院
・
診
療
所
へ
の
普
通
・
特
別
交
付
税

措
置
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
保
直
診
施
設
に
つ
い
て
は
助
成
制
度
の
ほ
か
、

国
保
直
診
施
設
が
参
加
す
る
団
体
で
あ
る
「
公
益
社

団
法
人
全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会
（
略

称
：
国
診
協
）」
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
任
意
で
参

加
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
国
診
協
で
は
、
毎
年
、

「
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
」「
地
域
包
括
医
療
・
ケ

ア
研
修
会
」「
現
地
研
究
会
」
お
よ
び
「
各
種
専
門
職

研
修
会
」
に
よ
る
職
員
の
育
成
と
連
携
・
交
流
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

国
保
直
診
施
設
の
理
念
や
活
動
、
国
民
健
康
保

険
条
例
の
改
正
方
法
、
国
保
直
診
施
設
へ
の
助
成

制
度
な
ど
に
関
し
て
は
、
国
診
協
の
事
務
局
が
相

談
に
応
じ
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
市
町
村
、

市
町
村
立
病
院
・
診
療
所
は
相
談
さ
れ
て
は
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。

伊関友伸（いせき　ともとし）
1987年埼玉県入庁、県民総務課、大利根
町企画財政課長、県立病院課、社会福祉課、
精神保健総合センターなどを経て、2004年
城西大学経営学部准教授、2011年4月同
教授。研究テーマは、行政評価、自治体病
院の経営、保健・医療・福祉のマネジメント。
総務省公立病院に関する財政措置のあり方
等検討会委員など、数多くの国・地方自治体
の委員等を務める。著書に「まちに病院を！」
（岩波ブックレット）「自治体病院の歴史　
住民医療の歩みとこれから」（三輪書店）な
どがある。
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①保健事業に対する助成
　・国保直診による健康管理事業等
　・国保健康管理センターによる健康管理事業
　・国保歯科保健センターによる健康管理事業
②国保直診施設（建物・医療機械等）の整備に対する助成
③国保総合保健施設の整備・運営に対する助成
④国保直診の運営に特別に要した費用に対する助成
⑤へき地国保診療所の運営に対する助成

・�国保直診が国民健康保険被保険者を対象として行う事業の経費であって、国
民健康保険特別会計直診勘定（地方公営企業法を適用している病院にあっては
病院事業特別会計、委託事業にあっては国民健康保険特別会計事業勘定（款）
保健事業費）において支出する経費に対する助成。

・�主な対象経費は、事業実施に必要な報酬、共済費、賃金、報償費、旅費、需
用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費）、役務費（通信運搬費、手数料、
保険料）、使用料及び賃借料、負担金、備品購入費（５割助成分）等。

・�助成限度額：国保診療所300万円、国保病院（病床100床未満）400万円、国
保病院（病床100床以上）500万円。

・�さらに一定の要件に該当する場合、助成限度額に加算があり。

（国診協「国保直診活動を支援する国保助成制度のあらまし」令和3年4月改訂版）より

（国診協「国保直診活動を支援する国保助成制度のあらまし」令和3年4月改訂版）より

図表１　�国保直診の運営、事業活動に対する国の助成

図表2　国保直診に対する助成、対象経費
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Mayors'  Action Mayors'  Action

６月９日〜７月1日

第
15
回
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当 

大
臣
と
地
方
六
団
体
の
意
見
交
換
会
が 

開
催
さ
れ
、
立
谷
会
長
が
出
席

　

６
月
９
日
、
第
15
回
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

担
当
大
臣
と
地
方
六
団
体
の
意
見
交
換
会
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
立
谷
会
長
を
は
じ
め
地
方

六
団
体
の
代
表
が
出
席
し
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

［
行
政
部
］

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画

に
関
す
る
意
見
」を
内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｔ
）総
合
戦
略
室
に
提
出

　

６
月
９
日
、
本
会
は
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に

向
け
た
重
点
計
画
に
関
す
る
意
見
」
を
内
閣
官
房
情

報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｔ
）総
合
戦
略
室
に
提
出
し
た
。

［
行
政
部
］

立
谷
会
長
と
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
対
策 

特
別
委
員
会
委
員
長
の
亀
井
・
名
張
市
長
が
、 

坂
本
・
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
大
臣
に 

「
孤
独
・
孤
立
対
策
に
関
す
る
提
言
」を
手
交
し
、 

そ
の
実
現
方
を
要
請

　

６
月
11
日
、
立
谷
会
長
と
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
の
亀
井
・
名
張
市
長

が
、
坂
本
・
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
大
臣
に
面
会
の

全国市長会の 動き

#3

詳細につきましては、全国市長会ホームページ
（http://www.mayors.or.jp/）
をご参照ください。

#1#2

立谷会長

坂本・孤独・孤立対策担当大臣（中）に提言を手交する立谷会長（左）とまち・ひと・
しごと創生対策特別委員会委員長の亀井・名張市長（右）　
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上
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
に
関
す
る
提
言
」を
手
交
し
、

要
請
し
た
。

［
行
政
部
］

立
谷
会
長
と
河
野
・
国
務
大
臣
が 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
に 

関
し
て
意
見
交
換

　

６
月
17
日
、
立
谷
会
長
は
、
河
野
・
国
務
大
臣
と

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
に
関
し
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

［
社
会
文
教
部
］

正
副
会
長
が「
決
議
」（
第
91
回
全
国
市
長
会
議

決
定
）お
よ
び「
都
市
自
治
体
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

ワ
ク
チ
ン
供
給
に
係
る
緊
急
要
望
」の
実
現
方

に
つ
い
て
要
請

　

７
月
１
日
、
正
副
会
長
が
第
91
回
全
国
市
長
会
議

（
令
和
３
年
６
月
９
日
開
催
）で
決
定
し
た
決
議
お
よ

び
「
都
市
自
治
体
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
ワ
ク
チ
ン
供
給

に
係
る
緊
急
要
望
」
の
実
現
方
に
つ
い
て
、
加
藤
・

内
閣
官
房
長
官
、
坂
井
・
内
閣
官
房
副
長
官
、
岡
田
・

内
閣
官
房
副
長
官
、
杉
田
・
内
閣
官
房
副
長
官
に
対

し
て
面
談
の
上
、
要
請
を
行
っ
た
。

　

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
都
市
自
治
体
が
滞
る
こ
と
な
く
円
滑
に
接
種
を

#4

#5

立谷会長

加藤・内閣官房長官に要請する正副会長

自由民主党の二階・幹事長および林・幹事長代理に要請する正副会長
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進
め
ら
れ
る
よ
う
①
市
区
町
村
へ
の
供
給
を
優
先
す

る
こ
と
、
②
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
的
供
給
と
供
給
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
早
期
に
明
示
す
る
こ
と
、
③
計
画
的

に
接
種
を
実
施
し
て
い
る
市
区
町
村
が
滞
る
こ
と
な

く
接
種
が
継
続
で
き
る
よ
う
ワ
ク
チ
ン
の
ス
ム
ー
ズ

な
供
給
策
を
講
じ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
強
く
要
請

し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
自
由
民
主
党
の
二
階
・
幹
事
長
お
よ

び
林
・
幹
事
長
代
理
、
公
明
党
の
竹
内
・
政
務
調
査

会
長
お
よ
び
國
重
・
総
務
部
会
長
に
対
し
て
決
議
の

実
現
方
に
つ
い
て
、
面
談
の
上
、
要
請
を
行
っ
た
。

［
企
画
調
整
室
］

公明党の竹内・政務調査会長および國重・総務部会長に要請する正副会長
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虐待・DV・性差別・災害等から市民を守る

社会的弱者にしない

自治体法務
日本大学　危機管理学部　准教授

鈴木秀洋 著

第一法規　定価3,960円（税込）

　近年、行政需要が多様化・複雑化する中で、高齢

者や障害者、性的マイノリティー（いわゆるLGBT）

といった社会的弱者への対応が課題となっていま

す。また、今般のコロナ禍では、児童虐待および

DVの増加・深刻化が懸念されます。

　本書は、そうした社会的弱者を生み出すことなく、

さまざまな事情を抱えた個々人の命を守り、その権

利利益の向上を図るために、住民に最も身近な基礎

自治体の視点から、法制度や運用上の課題を分析

し、あるべき姿を提示しています。長年にわたって

自治体現場の最前線に立ち、現在も研究者として多

くの自治体に携わり続ける著者の経験に裏打ちされ

た提言は示唆に富むものであり、ぜひ自治体関係者

の皆さまにご一読いただきたい1冊です。
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